
日本の心が息づくまち臼杵～「おだやかさ」と「たくましさ」を未来につなぐ～

ほっとさんが臼杵市観光PR電車に乗車
※詳細はP33をご覧ください

子ども市議会 ２

臼杵市まち・ひと・しごと創生総合戦略 15
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を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
近
、不
審
者
の
情
報
を

度
々
聞
き
ま
す
。
そ
ん
な

中
、場
所
に
よ
っ
て
は
、下

校
時
、電
灯
が
無
く
暗
い
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、先
日
、学
校
で

安
全
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
が
あ

り
、そ
の
中
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。
僕
は
、男
な
の
で
大
丈

夫
で
す
が
、女
子
な
ど
は
、と
て
も

怖
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、電
灯
の

設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
転
車
通
学
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
は
、特
に
、冬
場
は

日
が
暮
れ
る
の
が
早
く
、

暗
い
中
で
の
下
校
に
不
安
を
感
じ

る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

要
望
に
す
ぐ
に
応
え
て
整
備
が
で

き
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、臼
杵
市
内

に
は
、要
望
を
受
け
て
街
灯
の
設
置

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
所
が
、ま

　

中
学
生
議
員
か
ら
は
次
の
と
お

り
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

○ 

①
豊
洋
中
校
区
の
お
年
寄
り
の

生
活
が
便
利
に
な
る
よ
う
に
移

動
手
段
を
考
え
て
ほ
し
い

　

 

②
豊
洋
中
学
校
の
跡
地
を
ど
う

利
用
す
る
の
か
教
え
て
ほ
し
い

○ 

臼
杵
市
に
子
ど
も
の
遊
び
場
を

つ
く
っ
て
ほ
し
い

○ 

臼
杵
市
の
産
業
活
性
化
の
た
め

の
企
業
誘
致
に
つ
い
て

○ 

大
人
も
子
ど
も
も
取
り
組
め
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

○ 

道
の
駅『
う
す
き
』の
設
置
に
つ
い

て
○
臼
杵
市
の
地
震
対
策
に
つ
い
て

○ 

臼
杵
市
内
の
駅
の
無
人
化
廃
止

と
駅
の
施
設
充
実
に
つ
い
て

○ 

市
民
の
た
め
の
街
づ
く
り
に
つ
い

て
○
臼
杵
市
の
史
跡
と
遺
跡
に
つ
い
て

○ 

臼
杵
市
の
自
然
を
利
用
し
た
特

産
品
に
つ
い
て

○
通
学
路
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

○
臼
杵
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て

　

臼
杵
市
子
ど
も
市
議
会
が
８
月

７
日
に
臼
杵
市
の
議
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
市
内
中
学
校

６
校
14
名
が
代
表
と
し
て
参
加
し
、

議
員
や
議
長
、事
務
局
長
に
分
か
れ

質
問
や
議
事
進
行
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

子
ど
も
議
員
は
、
臼
杵
市
の
観

光
、防
災
、福
祉
、環
境
な
ど
の
幅
広

い
分
野
に
対
し
て
中
学
生
の
視
点

で
質
問
を
し
ま
し
た
。
市
長
、副
市

長
、教
育
長
は
本
番
さ
な
が
ら
に
答

弁
を
行
い
、そ
れ
に
対
し
て
中
学
生

が
再
質
問
す
る
な
ど
、活
気
あ
る
子

ど
も
市
議
会
と
な
り
ま
し
た
。
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
、質
問
順
）

【
議　

長
】

　

神
田　

万
穂（
西
中
）

【
事
務
局
長
】

　

森
永　

有
希（
野
津
中
）

【
議　

員
】

　

庄
司　

遥
香（
豊
洋
中
）

　

バ
リ
ク
デ
ィ
オ
ン
・
レ
イ
ス（
豊
洋
中
）

　

東　

駿
佑（
北
中
）

　

神
田　

伝
央（
北
中
）

　

佐
々
木　

綾
真（
南
中
）

　

三
浦　

ま
ゆ（
南
中
）

　

池
邉　

華（
西
中
）

　

新
名　

遼（
西
中
）

　

山
田　

淳
宏（
東
中
）

　

赤
嶺　

恭
平（
東
中
）

　

堀　

孝
志
朗（
野
津
中
）

　

甲
斐　

加
寿
代（
野
津
中
）

化
す
る
と
い
う
流
れ
を
作
る
も
の

で
す
。
こ
の
流
れ
を
作
る
こ
と
で
、

臼
杵
市
の
人
口
減
少
に
も
歯
止
め

が
か
か
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
、地
場
企
業
の
事
業
拡
大

に
つ
な
が
る
よ
う
な
施
策
を
積
極

的
に
す
す
め
る
と
と
も
に
、臼
杵
市

に
少
し
で
も
多
く
の
企
業
に
来
て

も
ら
う
た
め
、新
し
い
企
業
の
誘
致

を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、将
来
の
臼

杵
を
担
う
若
い
人
た
ち
に
夢
と
希

望
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
、さ
ま
ざ

ま
な
取
組
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

臼
杵
で
育
っ
た
、「
宗
麟
カ

ボ
チ
ャ
」を
も
っ
と
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
で
、臼
杵
の

活
性
化
に
つ
な
が
り
、さ
ら
に
臼
杵

の
自
然
に
つ
い
て
関
心
が
高
ま
る
は

ず
で
す
。
臼
杵
特
有
の
自
然
を
最

大
限
に
生
か
す
こ
と
で
、「
宗
麟
カ

臼
杵
市
が
今
よ
り
、も
っ

と
繁
栄
、活
性
化
す
る
た

め
に
は
、若
者
が
働
く
こ

と
が
で
き
る
、働
き
た
い
と
思
う
魅

力
あ
る
企
業
や
場
所
を
多
く
つ
く

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
少

し
で
も
多
く
の
企
業
に
臼
杵
市
に

来
て
も
ら
っ
て
、働
く
場
を
提
供
し

て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。

臼
杵
市
で
は
企
業
立
地
促

進
条
例
に
よ
る
企
業
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
企
業
10
社
が
こ
の
制
度
を
活

用
し
、1
億
３
，２
１
４
万
円
の
助
成

を
受
け
、47
名
の
新
た
な
雇
用
が
創

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、臼
杵
市
で
は
、政
府
が
進

め
る「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

法
」と
い
う
地
方
を
元
気
に
す
る
た

め
の
法
律
に
従
っ
て
、「
臼
杵
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」を
策

定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

地
方
に
し
ご
と
を
産
み
、そ
れ
が

若
者
を
中
心
と
し
て
人
が
集
ま
り
、

ま
た
、そ
れ
に
よ
っ
て
子
ど
も
も
増

え
る
。
そ
う
し
た「
し
ご
と
」と「
ひ

と
」の
循
環
を
支
え
る「
ま
ち
」
を

作
っ
て
い
く
こ
と
で
、地
方
が
活
性

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、

す
ぐ
に
す
べ
て
の
箇
所
を
整
備
す
る

こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

で
も
、通
学
路
の
街
灯
に
つ
い
て
は
、

そ
の
場
所
の
安
全
性
な
ど
も
考
え

て
、優
先
し
て
設
置
す
る
必
要
が
あ

る
箇
所
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

学
校
の
関
係
者
や
地
区
の
方
々
と

も
協
議
し
な
が
ら
整
備
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ど
の
様
な
人
た
ち
が
、ど

の
よ
う
な
協
議
を
行
う

の
で
す
か
？
ま
た
、そ
の

結
果
は
知
ら
せ
て
く
れ
る
の
で
す

か
？

区
長
さ
ん
を
は
じ
め
と
し

て
、そ
の
地
区
の
道
路
を

利
用
す
る
人
た
ち
と
街
灯

を
つ
け
て
欲
し
い
場
所
の

現
地
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

協
議
の
内
容
と
し
ま
し
て
は
、過

去
に
事
故
が
あ
っ
た
り
、暗
く
て
怖

い
思
い
を
し
た
な
ど
の
聞
き
取
り

を
し
な
が
ら
、利
用
者
の
安
全
確
保

が
で
き
て
い
る
か
な
ど
の
話
し
合
い

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

要
望
に
対
し
て
の
回
答
は
、現
地

で
確
認
し
た
内
容
や
設
置
を
行
う

予
定
時
期
、ま
た
、設
置
後
の
管
理

の
お
願
い
を
回
答
書
に
し
て
、地
区

の
区
長
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。

子
ど
も
市
議
会
を
終
え
て

議
長　

神
田　

万
穂
さ
ん

　

緊
張
し
ま
し
た
が
、
質
問
や

答
弁
を
聞
き
な
が
ら
、な
ん
と
か

議
長
の
役
を
進
行
で
き
ま
し
た
。

し
っ
か
り
し
た
質
問
で
、み
ん
な
す

ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
私
た
ち
の
世
代
が
高
齢
者
を
支

え
て
い
き
た
い
で
す
。

事
務
局
長　

森
永　

有
希
さ
ん

　

初
め
て
な
の
で
と
て
も
緊
張
し

て
、議
長
を
う
ま
く
補
佐
で
き
な

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、い
い

経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

自
然
豊
か
な
臼
杵
市
で
地
域
の
役

に
立
つ
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た

い
で
す
。

ボ
チ
ャ
」を
は
じ
め
と
す
る
、臼
杵

の
農
業
を
も
っ
と
発
信
し
、新
た
な

特
産
物
と
し
て
、取
り
入
れ
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
何
か
臼
杵
の
自

然
を
使
っ
た
新
し
い
特
産
物
が
あ
れ

ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
宗
麟
カ
ボ
チ
ャ
」は
、16

世
紀
に
大
友
宗
麟
公
が

ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
献
上
さ

れ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
歴
史
的
価

値
の
高
い
カ
ボ
チ
ャ
で
あ
り
ま
す
の

で
、後
世
に
も
残
し
て
い
く
た
め
、

こ
れ
を
原
料
に
し
た
加
工
品
の
開

発
な
ど
に
よ
り
消
費
を
広
げ
て
い

く
こ
と
は
、臼
杵
市
に
と
っ
て
意
義

深
い
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

本
市
で
は
、臼
杵
市
の
特
産
品
を

開
発
し
産
業
振
興
を
行
う
た
め「
臼

杵
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
」を
設
置
し
ま

し
た
。

　

新
た
な
特
産
品
の
開
発
に
つ
い

て
は
、臼
杵
な
ら
で
は
の
産
物
を
用

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
農
産
物

で
は
、こ
れ
ま
で
長
年
取
り
組
ん
で

き
た
ピ
ー
マ
ン
や
ニ
ラ
、甘か

ん
し
ょ藷
、ト
マ

ト
、イ
チ
ゴ
な
ど
を
活
か
す
こ
と
や

「
ほ
ん
ま
も
ん
農
産
物
」な
ど
の
素

材
に
こ
だ
わ
っ
た
も
の
な
ど
を
活
か

し
な
が
ら
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

提
案
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、臼
杵

市
の
自
然
を
活
か
し
た
特
産
物
の

振
興
や
加
工
品
の
開
発
を
行
い
、こ

れ
か
ら
も
本
市
の
産
業
の
活
性
化

平成27年度 臼杵市子ども市議会

中
学
生
議
員
か
ら
の
質
問

参
加
し
た
生
徒
か
ら
出
さ
れ
た
質
問
と

そ
の
答
弁
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

僕たち、私たちの思いを市政へ！

ほんまもん農産物

A
市 長

Q
質 問

Q
質 問

Q
質 問

Q
再質問

A
副市長

A
教育長

A
ふるさと建設部長
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平成27年 国勢調査が実施されます！
5年に１度の大調査!!

パソコン・タブレット・スマートフォンからもご回答いただけます。

　平成27年国勢調査は、少子高齢化社会における日本の未来を描く上で欠くことのできないデータを得る
ために実施します。

☆10月1日現在で、全国一斉に行います
　国勢調査は､日本国内に住むすべての人と世帯を対象とする、国の最も重要な統計調査です。

☆「統計法」という法律に基づき実施されます
　国内の人口や世帯の実態を明らかにするため、統計法という法律に基づいて、５年に一度実施されます。

☆９月10日から、インターネットでの回答もできます
　 今回の調査では、先にインターネットでの回答を受付け、インターネットで回答されなかった世帯には紙の
調査票を配布して調査を行います。紙の調査票は、調査員が回収に伺います。

臼杵市高齢者等SOSネットワークとは　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　徘

は い か い

徊などにより認知症高齢者などが行方不明になった場合、地域の協力を得て早期に発見できるよう関係
協力機関の支援体制を構築することにより、介護する家族の負担軽減を図り、認知症高齢者などが住み慣れ
た地域で安心して穏やかに生活ができることを目的に実施します。

SOSネットワークへの事前登録をお勧めします　　　　　　　　　　　　　　
　徘徊のおそれのある認知症高齢者などの名前や特徴、写真などの情報を、ご家族の同意を得てSOSネット
ワークに事前登録しておくことで、行方不明になった場合、関係協力機関へ情報発信が行われます。また、
SOSネットワークの流れなどについて、ご家族が把握することが安心につ
ながり、もしもの場合すみやかに行動できますので、事前登録をお勧めしま
す。
事前登録には、登録書と登録する方の写真（2枚）が必要です。詳しくはお
問合せください。

　
国勢調査についての詳細は、「国勢調査2015キャンペーンサイト」をご覧ください。

　　　http://kokusei2015.stat.go.jp/ 国勢調査 検索

問合せ先　総務課(内2135・臼杵庁舎)

問合せ先　高齢者支援課（内1151・臼杵庁舎）　　地域包括支援センターコスモス　☎0972-63-6250

臼杵市高齢者等SOSネットワークに
事前登録しませんか

問合せ先　　税務課（内4004・臼杵庁舎）

お好きなナンバーを選び、
ご応募ください！

新臼杵市施行10周年・臼杵石仏国宝20周年記念
バイク（50cc以下、90cc以下、125cc以下）に
臼杵市オリジナルナンバープレートが
加わります
[50cc以下

]

[125cc以
下]

[90cc以下
]

希望番号の範囲

応募条件

交付費用無料

注意事項

50cc以下（白） 1～1000
90cc以下（黄色） 1～100
125cc以下（ピンク） 1～100

希望番号が重複した場合は抽選となります。応募いただいたすべ
ての方に、結果を9月末までに返信ハガキで通知いたします。

臼杵市内を主たる定置場に指定する9月末までに納車される
バイク（50cc以下、90cc以下、125cc以下）および、すでに
臼杵市のナンバープレートを交付されている同車。

取替えの場合はすでに交付を受けているものの廃車手続き
後、オリジナルナンバープレートの登録をしていただきます。
すでに交付を受けているプレートを紛失されている方は、手
続きの際、弁償費用150円を納めていただきます。

往復はがきでご応募ください

10
月
1
日
㈭

9
時
よ
り
配
布
開
始

応募締切 9月15日㈫必着

・ 一車両に対して一つの番号のみの応募です。複数の番号を希望するこ

とはできません。また同番号に複数のハガキでの応募はご遠慮ください。

・希望番号の権利を他の人に譲渡することはできません。

・当選者以外の名義での登録交換はできません。

・希望ナンバー応募期間後は番号指定ができません。

・ プレート交換の方は自賠責保険の変更手続きが必要となります。交換

後、速やかに行ってください。

郵便往復はがき

875－8501

郵便番号

往信

返信

郵便往復はがき

52

52

臼
杵
市
大
字
臼
杵
72
番
1

臼
杵
市
役
所

税
務
課
市
税
グ
ル
ー
プ

返
信
先
の
住
所

返
信
先
の
宛
名

（
何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
）

①排気量
②希望番号
③受取場所　臼杵庁舎税務課 or
　野津庁舎市民生活推進課
④住所
⑤氏名
⑥生年月日
⑦電話番号
 （昼間に連絡がつく番号）
⑧新規 or 取替
※取替の方のみ今付いている

　ナンバーの番号

（例）臼杵市　う　1234
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第68回大分県民体育大会
　第68回大分県民体育大会が、一部の競技を除き９月12日から14日までの３日間を主日程に、大分市を中心に開催さ
れます。
　今大会も上位入賞を目指して、各競技出場選手が練習に励んでいます。
　今年の臼杵市選手団は次のとおりです。皆さんのあたたかい応援をお願いします。なお、掲載後に選手変更する場合
がありますので、ご了承ください。（敬称略、順不同）

○
総
合
開
会
式（
９
月
12
日
）

　

県
立
総
合
体
育
館

団　

長　

中
野 

五
郎

副
団
長　

吉
田 

史
郎
・
田
村 

和
弘
・
斎

藤 

克
己

総
監
督　

矢
野 

晃

総　

務　

垂
井 

秀
友
・
小
篠 

栄
子
・
川

野 

勇
清

顧　

問　

大
塚 

州
章
・
志
村 

学
・
久
原 

和
弘

■
水　

泳（
９
月
５
日
・
６
日
）

大
分
市
営
温
水
プ
ー
ル

男
子
監
督　

稗
田 

勝
一

選　

手　

伊
東 

繁
・
稗
田 

勝
一
・
杉
野 

等
・
藤
原 
紳
一
郎
・
藤
原 

日
出
和
・
小

中 

洋
一
・
加
嶋 
弘
典
・
藤
沢 

誠
士
・
望

月 

亮
一
・
髙
野 
竜
一
・
渡
辺 

康
一
郎
・

北
崎 

圭
・
堺 

和
樹
・
川
野 

洸
騎
・
鳥
越 

健
介
・
堤 

大
地

女
子
監
督　

疋
田 

尚
子

選　

手　

藤
本 

充
織
・
丹
生 
紀
子
・
疋

田 

尚
子
・
広
戸 

千
代
美
・
菊
池 
由
布

子
・
工
藤 

真
里
子
・
佐
藤 

瞳
海
・
亀
井  

成
美
・
糸
瀬 

穂
奈
美
・
久
本 

沙
代

■
陸
上
競
技（
９
月
６
日
）

大
分
銀
行
ド
ー
ム

総
監
督　

安
東 

雅
幸

男
子
監
督　

安
東 

慎
二

選　

手　

内
藤 

晃
大
・
川
辺 

一
樹
・
野

中 

洋
輝
・
小
田 

泰
央
・
渡
辺 

陽
介
・
甲

斐 

裕
樹
・
安
東 

憲
雄
・
佐
藤 

英
治
・
大

戸 

敏
雄
・
佐
世 

健
一
・
伊
東 

貞
一
・
篠

原 

竜
一
・
武
生 

大
典
・
山
本 

卓
司
・
東  

利
幸
・
佐
藤 

伸
悟
・
板
井 

貴
大
・
児
玉  

洋
一
郎

女
子
監
督　

小
田 

泰
央

選　

手　

佐
藤 

由
貴
・
石
井 

悠
葵
・
宮

浦 

千
明
・
足
立 

由
香
里
・
薬
師
寺 

彩

佳
・
峯 

夕
月
・
松
川 

愛
・
山
崎 

冴
香
・

清
水 

美
穂
・
安
東 

友
美

議
員
・
教
委
監
督　

藤
原 

一
弘

選　

手　

戸
匹 

映
二
・
大
戸 

祐
介
・
若

林 

純
一
・
長
田 

徳
行
・
内
藤 

純
孝
・
神

田 

岳
委

■
テ
ニ
ス
競
技（
９
月
12
日
・
13
日
）

大
分
市
営
駄
原
コ
ー
ト
、大
分
ス
ポ
ー

ツ
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

男
子
監
督　

今
崎 

真
司

選　

手　

鬼
崎 

克
也
・
松
木 

智
之
・
二

宮 

翔
・
結
城 

健
太
・
加
藤 

省
二
・
佐
藤  

如
・
黒
木 

忠
広
・
高
橋 

雄
樹
・
三
浦 

定

生
・
渡
辺 

智
紀

女
子
監
督　

田
中 

幸
恵

選　

手　

丹
生 

妙
子
・
小
野 

順
子
・
佐

藤 

紀
子
・
川
野 

和
・
師
藤 

祐
子
・
高
橋  

佳
子
・
小
手
川 

恵
子

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技（
９
月
12

日
・
13
日
）

南
大
分
体
育
館
・
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

男
子
監
督　

高
橋 

勝
彦

ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
チ　

伊
東 

健

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

宮
本 

達
司

選　

手　

三
浦 

恭
平
・
上
野 

浩
明
・
足

立 
圭
一
・
加
藤 

大
貴
・
佐
藤 

崚
・
立
川  

祥
吾
・
遠
藤 

恵
太
・
吉
良 

泰
士
・
小
橋  

優
生
・
松
尾 
栄
俊
・
小
野 

裕
嗣
・
桑
野  

竜
永

女
子
監
督　

足
立 
克
巳

ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
チ　

木
梨 

綾
子

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

佐
々
木 
香
苗

選　

手 　

小
川 

郁
未
・
矢
田 
景
子
・

髙
山 

明
葉
・
川
上 

聖
菜
・
竹
内 
美
奈

子
・
東 

千
珠
・
宮
城 

い
ち
こ
・
上
田 
芙

美
佳
・
河
野 

央
歩
・
安
部 

紗
矢
香
・
城  

麻
奈
美
・
亀
井 

舞
子

■
卓
球
競
技（
９
月
12
日
・
13
日
）

杵
築
市
文
化
体
育
館

男
子
監
督　

村
上 

義
紀

選　

手　

広
戸 

仁
・
小
玉 

尚
貴
・
小
玉 

和
博
・
竹
田 

圭
・
吉
良 

友
次
・
三
田
井  

和
寿
・
村
上 

義
紀
・
三
浦 

慎
一
郎
・
平

川 

紀
彦
・
高
山 

成
人
・
松
尾 

重
朗
・
江

藤 

宝
信

女
子
監
督　

清
水 

博
之

選　

手　

麻
生 

奈
々
・
藤
田 

理
沙
・
佐

藤 

春
香
・
三
浦 

真
弓
・
安
東 

幸
恵
・
高

山 

芳
子
・
玉
井 

和
美
・
三
重
野 

順
子
・

久
保
田 

葉
子
・
後
藤 

真
代
美
・
菅
本  

美
智
子
・
佐
々
木 

和
子

■
軟
式
野
球
競
技（
９
月
12
日
・
13
日
）

別
大
興
産
ス
タ
ジ
ア
ム
、だ
い
ぎ
ん
ス

タ
ジ
ア
ム

監　

督　

釘
宮 

英
二

主　

将  

平
川  

幸
司

選　

手　

平
川 

正
行
・
藤
沢 

治
男
・

梶
原 

弘
記
・
兒
玉 

優
・
武
生 

英
樹
・
佐

藤  

誉
大
・
中
尾 

敬
・
広
田 

弘
幸
・
東 

純
也
・
河
野 

亮
・
村
上 

洋
輔
・
伊
東 

貴

久
・
板
井 

順
一
・
吉
良 

陽
一
郎
・
新
名  

直
柔
・
新
名 

健
太
郎
・
佐
藤 

友
介
・
井

上 

洸
太

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技（
９
月
12
日
・
13

日
）県
立
総
合
体
育
館
大
体
育
室

監　

督　

中
津
留 

新
一

選　

手　

矢
野 

康
太
・
三
宅 

直
行
・

井
餘
田 

渉
・
平
川 

雄
己
・
安
藤 

浩
二
・

詫
間 

猛
・
嶺 

国
博
・
河
野 

浩
二
・
斉
藤  

七
恵
・
稲
垣 

眞
衣
・
岩
本 

法
子
・
阿
南  

二
美
・
阿
南 

順
子
・
足
立 

小
百
合
・
中

津
留 

成
美
・
宇
都
宮 

ま
り
子

■
弓
道（
９
月
12
日
・
13
日
）

大
洲
総
合
運
動
公
園
弓
道
場

男
子
監
督　

幸 

貞
夫

選　

手　

星 

尊
則
・
竹
尾 

嘉
明
・
三
好  

澄
夫
・
幸 

貞
夫
・
廣
瀬 

啓
二
郎
・
渡
邉  

幸
作
・
武
口 

聡
志

女
子
監
督　

清
田 

恵
美
子

選　

手　

三
好 

ヒ
ロ
子
・
清
田 

恵
美

子
・
芝
﨑 

如
水
・
倉
﨑 

美
知
子
・
山
村  

カ
ツ
子

■
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

（
９
月
５
日
・
６
日
・
12
日
・
13
日
）

だ
い
ぎ
ん
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
場

監　

督　

長 

賢
司

選　

手　

日
高 

龍
・
亀
井 

隆
行
・
小
手

川 

裕
記
・
小
野 

弘
聖
・
小
野 

貴
将
・
井

餘
田 

智
・
高
橋 

崇
直
・
井
餘
田 

亮
・
吉

良 

裕
司
・
吉
良 

嘉
人
・
広
瀬 

貴
行
・
上

野 

翔
也
・
平
山 

真
吾
・
阿
部 

豪
輝
・
加

茂 

正
高
・
遠
藤 

靖
・
竹
下 

大
喜
・
野
田  

啓
介
・
高
橋 

大
地
・
武
石 

翔
太
・
広
原  

卓
・
安
藤 

克
己
・
山
橋 

俊
哉
・
吉
良 

太

基■
自
転
車
競
技（
９
月
５
日
・
12
日
）

別
府
市
営
別
府
競
輪
場（
９
月
５
日
）、

Ｓ
Ｐ
Ａ
直
入（
９
月
12
日
）

監　

督　

赤
峰 

英
治

選　

手　

長
野 

安
行
・
村
川 

功
・
渡
邉  

幸
則
・
武
田 

崇
・
増
中 

洋
二
・
緒
環 

康

浩
・
後
藤 

康
介
・
安
藤 

悠
城

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技（
９
月
12
日
・
13

日
）大
分
ス
ポ
ー
ツ
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

監　

督　

栗
林 

丈
二

選　

手　

川
野 

明
・
三
島 

修
一
・
田
原  

悠
・
黒
田 

惣
太
郎
・
黒
田 

龍
司
・
小
野  

翔
平
・
山
下 

大
輔
・
長
谷
川 

圭
介
・
足

立 

政
毅
・
髙
野 

裕
之
・
田
原 

明
紀
・
廣

川 

英
文
・
藍
澤 

昭
八
・
後
藤 

哲
夫
・
田

原 

陽
子
・
山
宮 

弥
生
・
川
村 

香
南
・
川

野 

美
咲
・
染
矢 

栄
治
・
祖
父
江 

伸
矢
・

林 

祐
樹
・
髙
野 

明
日
香
・
橘 

俊
吾
・
渡

邉 

茜
■
柔
道
競
技（
９
月
13
日
）

県
立
総
合
体
育
館
柔
道
場

監　

督　

安
東 

鉄
男

選　

手　

佐
々
木 

智
則
・
森 

一
馬
・
高

木 

元
・
西
岡 

嵩
光
・
安
東 

平
八
郎
・
菊

口 

幸
治
・
西
水 

保
文
・
白
根 

晃

■
剣
道
競
技（
９
月
13
日
）

県
立
大
分
上
野
丘
高
校
体
育
館

監　

督　

梅
田 

徳
男

選　

手　

笹
田 

凌
雅
・
東 

敬
・
峰
藤  

暁
志
・
長
崎 

尚
・
吉
岩 

秀
記
・
岸
本  

博
司
・
佐
藤 

克
正
・
和
佐
野 

智
治
・
三

代 

卓
爾

■
山
岳
競
技（
９
月
12
日
・
13
日
）

の
つ
は
る
自
然
の
家
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
体

育
館

監　

督　

尾
本 

有
希

男
子
選
手　

大
戸 

強
平
・
東 

聖
二
・
石

川 

章
一
・
春
道 

秋
生
・
木
津 

宏
一
・
工

藤 

妃
菜
・
加
藤 

由
梨
花
・
東 

真
奈
美
・

東 

美
沙
・
須
藤 

美
樹

■
サ
ッ
カ
ー
競
技（
９
月
５
日
・
６
日
）

野
口
原
総
合
運
動
場
、
実
相
寺
サ
ッ

カ
ー
場
、実
相
寺
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

監　

督　

高
橋 

修
一

選　

手　

高
野 

壮
一
郎
・
豊
田 

泰
也
・

深
津 

弘
毅
・
吉
良 

和
美
・
椎
原 

崇
・
師

藤 

一
也
・
柴
田 

和
昌
・
高
橋 

修
一
・
高

橋 

信
二
・
西
田 

淳
一
・
吐
合 

直
樹
・
平

野 

泰
寛
・
福
川 

寿
一
・
諏
訪 

健
一
・
児

玉 

正
剛
・
小
野 

聡
・
川
村 

佑
一
・
佐
藤  

巨
規

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技（
９
月
12
日
・
13

日
）舞
鶴
球
場
、日
岡
グ
ラ
ウ
ン
ド（
男

子
）、七
瀬
川
自
然
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

大
分
市
営
西
部
ス
ポ
ー
ツ
広
場（
女

子
）、別
府
市
野
口
原
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

場
・
野
球
場（
議
員
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

男
子
監
督　

河
向 

勝
馬

コ
ー
チ　

大
岩 

光

選　

手　

阿
南 

賢
吾
・
岡
部 

慧
二
朗
・

渡
辺 

大
輔
・
伊
藤 

清
貴
・
小
代 

一
樹
・

白
根 

弘
樹
・
藤
原 

寛
・
首
藤 

政
二
・
足

立 

剛
・
児
玉 

英
二
・
東 

健
吾
・
野
中  

晋
作
・
児
玉 

崇
司
・
伊
東 

和
彦
・
東 

照

丈
・
三
浦 

弘
満
・
姫
野 

敬
一
・
小
野 

勇

一女
子
監
督　

溝
部  

勇

コ
ー
チ　

姫
嶋 

て
る
み

選　

手　

橋
本 

純
里
・
首
藤 

綾
香
・

谷
口 

琴
実
・
衛
藤 

麻
美
・
吉
田 

泉
・
武

生 

麻
衣
子
・
奥
田 

愛
・
徳
村 

智
美
・
小

林 

公
子
・
水
江 

優
・
石
井 

茜
・
森 

け
い

子
・
清
水 

佐
津
美
・
神
野 

智
美
・
平
山  

久
美
代
・
工
藤 

千
加
子
・
山
田 

美
晴
・

児
玉 

美
加

議
員
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
監
督　

大
塚 

州
章

主　

将　

大
嶋 

薫

コ
ー
チ　

長
田 

徳
行

選　

手　

戸
匹 

映
二
・
奥
田 

富
美
子
・

大
戸 

祐
介
・
若
林 

純
一
・
長
田 

徳
行
・

山
下 

幸
延
・
久
藤 

朝
則
・
内
藤 

純
孝
・

足
立 

善
己
・
土
谷 

桂
山
・
匹
田 

郁
・
大

嶋 

薫
・
武
生 

博
明
・
吉
岡 

勲
・
藤
原 

一

弘
・
平
川 

哲
郎
・
牧 

宣
雄
・
大
塚 

州
章

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技（
９
月
５
日
・
６

日
）県
立
総
合
体
育
館
・
県
立
大
分
商

業
高
校
体
育
館

男
子
監
督　

伊
崎 

正
吉

コ
ー
チ  

野
中 

幸
治

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

安
東 

薫

選　

手　

芋
岡 

雅
史
・
長
野 

智
詔
・
永

井 

慎
之
介
・
松
村 

康
秀
・
内
田 

保
志
・

田
中 

和
喜
・
伊
東 

憲
司
・
佐
藤 

雄
一
・

首
藤 

忠
・
佐
藤 

博
・
新
名 

浩
司
・
船
杉  

昭
雄
・
亀
井 

俊
和
・
佐
藤 

奨
真
・
渡
辺  

直
樹

女
子
監
督　

岡
村 

孝
二

コ
ー
チ　

森 

愛
美

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

伊
東 

優
子　

選　

手　

日
高 

彩
乃
・
高
橋 

花
夏
・
川

野 

麻
衣
・
廣
戸 

桃
香
・
疋
田 

朝
美
・
十

時 

愛
由
・
十
時 

摩
子
・
板
井 

弥
生
・
佐

藤 

み
ど
り
・
竹
下 

里
奈
・
藤
澤 

裕
岐
・

伊
崎 

雅
子
・
板
井 

奈
津
美
・
渡
邉 

澪
・

竹
内 

彩
瑛

■
ク
レ
ー
射
撃
競
技（
９
月
12
日
・
13

日
）別
府
市
営
湯
山
ク
レ
ー
射
撃
場

監　

督　

河
野 

洋
一

選　

手　

安
江 

和
彦
・
吉
良 

圭
三
・

後
藤 

泰
・
河
野 

太
・
長
野 

剛
・
三
重
野  

浩
光

■
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技（
９
月
12
日
・
13

日
）Ｏ
Ｂ
Ｓ
ボ
ウ
ル

監　

督　

佐
藤 

清
二

選　

手　

佐
藤 

和
美
・
伊
藤 

真
次
・
小

野 

正
美
・
中
田 

博
文
・
佐
藤 

幸
・
小
野  

み
ち
る
・
是
永 

輝
尚
・
城 

哉
多
・
斎
藤  

洋
士
・
佐
々
木 

純
昭
・
中
松 

昭
博

■
セ
ー
リ
ン
グ
競
技（
９
月
５
日
・
６
日
）

マ
リ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
周
辺

総
監
督　

村
本 

敦
文

男
子
監
督　

宮
本 

剛

選　

手　

首
藤 

英
明
・
板
井 

謙
治
・
壱

岐 

昌
敏
・
田
原 

丈
万
・
後
藤 

浩
道
・
河

野 

光
雄
・
藤
丸 

英
司
・
村
本 

敦
文
・
佐

藤 

哲
志
郎

女
子
監
督　

村
本 

る
み
子

選  

手　

吉
田 

佳
代
・
中
村 

幸
子
・

後
藤 

由
利
子

■
空
手
道
競
技（
９
月
13
日
）

県
立
総
合
体
育
館
小
体
育
室

監　

督　

足
立 

晴
彦

選　

手　

吉
田 

武
史
・
大
崎 

芳
勝
・
足

立 

晴
彦

■
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技（
９
月
13
日
）

由
布
市
狭
間
町
ち
び
っ
こ
広
場

監　

督　

鳥
越 

耕
二

選　

手　

鳥
越 

耕
二
・
樋
口 

聖
人
・
小

名
川 

良
輔
・
岩
本 

友
弘
・
安
東 

忠
・
高

木 

律
子
・
小
名
川 

元
子
・
若
林 

啓
子
・

樋
口 

大
樹

■
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技（
９
月
12
日
）

庄
内
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

男
子
監
督　

井
上 

榮

専
任
審
判
員　

佐
藤 

義
昭

主　

将　

池
辺 

勝

選　

手　

野
中 

利
則
・
太
田 

利
夫
・
村

井 

斉
・
岑 

伸
次
・
佐
藤 

順
一
郎
・
佐
藤  

誠
徳

女
子
監
督　

廣
瀬 

安
子

専
任
審
判
員　

芝
田 

良
子

主　

将　

神
野 

ミ
ヤ
子

選　

手　

吉
良 

悦
代
・
廣
田 

政
子
・
甲

斐 

ひ
ろ
子
・
平
山 

久
代
・
長
野 

和
代
・

野
中 

宏
美

■
ゴ
ル
フ
競
技（
９
月
11
日
）

湯
布
高
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

監　

督　

荻
本 

俊
雄　

選　

手　

岩
倉 

勲
・
竹
尾 

武
士
・
髙
橋  

晴
幸
・
橋
本 

和
伸
・
後
藤 

憲
一
郎
・
狭

間 

敏
浩
・
衛
藤 

兼
一
・
古
藤
田 

卓
哉
・

板
井 

由
伴
・
足
立 

隆
・
青
川 

豊
昭

■
カ
ヌ
ー
競
技（
９
月
13
日
）

リ
バ
ー
パ
ー
ク
犬
飼
特
設
カ
ヌ
ー
場

監　

督　

若
林 

純
一　

選　

手　

小
野 

隆
充
・
若
林 

純
一
・
佐

藤 
浩
司
・
大
戸 

善
尚
・
吉
田 

浩
・
佐
藤  

勇
作
・
足
立 
雅
俊
・
徳
永 

泰
夫
・
小
川  

淳
子
・
平
林 
由
希
・
古
谷 

美
和
・
山
村  

普
美
・
渡
邉 

あ
や

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
競
技（
９
月

12
日
）七
瀬
川
自
然
公
園
芝
生
広
場

監　

督　

川
野 

文
昭

選　

手　

川
野 

和
昭
・
長
野 

圀
光
・
姫

嶋 

勝
祐
・
長
野 

信
子
・
姫
嶋 

ヤ
ス
子
・

三
島 

伊
津
子
・
吉
良 

カ
ツ
ヱ
・
椎
原  

弥
寿
洋

■
綱
引
競
技（
９
月
６
日
）南大

分
体
育
館

男
子
監
督　

安
藤 

仁
海

ト
レ
ー
ナ
ー　

佐
藤 

英
二

選　

手　

姫
嶋 

亮
太
・
平
山 

陽
佑
・
吉

良 

修
司
・
稗
田 

健
作
・
柳
井 

正
典
・
廣

田 

健
司
・
荻
野 

洋
造
・
姫
嶋 

健
作
・
吉

良 

雄
介
・
西
嶋 

翔
太
郎

問
合
せ
先　

社
会
教
育
課

（
内
７
４
１
９
・

臼
杵
市
中
央
公
民
館
内
）



福良ヶ丘小学校
「校舎に感謝する日」を開催

　老朽化のため、８月から解体が始まった旧校舎への名残
を惜しむ「校舎に感謝する日」が７月４日、福良ヶ丘小学校で
開催されました。児童の代表が旧校舎建設当時から新校舎
建設まで、約58年の学びを支えてきた歴史を写真とともに
説明し、参加した児童、保護者など全員で校歌を斉唱しまし
た。児童はグループに分かれ、校舎の壁に「たくさんの思い
出ありがとう」などの言葉や絵を描いて、感謝の気持ちを表
しました。

思い出の校舎に感謝を込めて

山内流游泳大会が
開催されました

マラウイ国の官僚らが
研修に訪れました

臼杵庁舎候補地の
提言書を提出

　７月21日、マラウイ共和国（アフリカ南東部）の財務官僚ら
が臼杵庁舎を訪れ、研修を受けました。この研修は独立行
政法人国際協力機構東京国際センター（ＪＩＣＡ東京）が開
発途上国の経済・社会開発に必要な人材を養成する事業と
して行っており、行財政改革に取り組む臼杵市の実例を見
ようと組み入れたものです。研修では日廻総務部長がバラ
ンスシートなどについて英語で説明しました。

　市議会で設置した「臼杵庁舎整備検討委員会」では、
10回の委員会や先進地視察など重ね検討した結果、臼杵
のまちづくり、津波・防災対策、市民の利便性および財政状
況などから総合的に判断し、臼杵庁舎を整備するには、「現
臼杵庁舎」と「江無田公有地」の位置が適地であるとした提
言書を７月27日、大塚議長と吉岡委員長より、中野市長に
提出しました。提言書は、臼杵市ホームページ＞市議会情
報＞政策提言＞平成27年度でご覧いただけます。

江戸時代から伝わる古式泳法

研修を母国で活かす市議会から市長に提言

　約190年前から臼杵に伝わる古式泳法「山内流」
の游泳大会が８月９日、中津浦鯉

けいれい

来ヶ浜で開かれまし
た。今年は７月20日に開所。例年より多い100人を
超える入所者が、20日間の練習成果を披露しました。
立ち泳ぎをしながら扇子に文字を書く「水書」や旗な
どを持って泳ぐ「渡海」、跳び込み、潜水などの演技
に大きな拍手や歓声が送られていました。
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臼杵市初の
学生消防団員誕生

ハモの骨切り教室が
開催されました

南津留区自主防犯パトロール隊
発隊式が行われました

　臼杵市では継続的に消防団活動に取り組み、地域社会
へ貢献をした大学生、大学院生または専門学校生の功績を
認証することにより、就職活動を支援する「臼杵市学生消防
団活動認証制度」を今年４月に設け、長期的に消防団員を
確保するよう努めています。８月１日付けで臼杵消防団第
13分団に大分大学２年生の板井龍

たつのり

法さんが、学生消防団
員として入団し、８月３日、臼杵市消防署で小野孝義団長か
ら辞令が交付されました。

　７月８日、津久見高等学校海洋科学校でハモの骨切り教
室が開催されました。この教室は海洋科学校とうすき海の
ほんまもん漁業推進協議会が連携して行われたもので、市
内の料理店「千扇」の平川嘉一さん、「佐藤屋」の兒玉義朗
さんを講師に招いて、海洋科生産技術コースの２年生17名
が調理技術を学びました。ハモをさばくプロの実演に生徒
からは歓声が沸いていました。調理実習では講師の指導を
受けながら、生徒は真剣な表情で取り組んでいました。

　７月15日、南津留連絡事務所で南津留区自主防犯パト
ロール隊（橋迫勝隊長、他37名）の発隊式が行われました。
自主防犯パトロール隊は、小・中学生の登下校時の見守り
や地域内での防犯活動を自主的に行う活動組織です。
　南津留区の６地区から新たにパトロール隊員となった皆さ
んで、今後、お揃いの防犯ベストを着用し、協力しながらパト
ロール活動を行っていく予定です。

若い力で地域をまもる

海洋科学校生がプロの技を学ぶ地域の防犯は自分たちで



皆さんの声をお待ちしています！
○イラスト
　 　郵便ハガキまたは「ご意見・ご提言
はがき」にボールペンなどで描き、　ペ
ンネームを記入のうえ、送付してくだ
さい。
○ちょっといい話
　 身近な話題をお寄せください。（ボラン
ティア活動、地域のイベント、学校行
事など）※投稿もお待ちしています。

 送付先
　〒875-8501臼杵市大字臼杵72番１
　臼杵市役所市長室 広報担当まで
　E-mail  usuki@city.usuki.oita.jp
郵便ハガキ設置場所
臼杵地域　 市民課
野津地域　 市民生活推進課

第９回下南地区ふれあい広場が
開催されました

臼杵町並み観光案内ガイド養成講座
修了証書交付式が行われました

生活必需物資の
防災協定を結びました

浮いて待て！野津幼稚園で
着衣での水難訓練を体験

湧水を使ってソーメン流し
久保ん谷湧水まつりが開催

　８月２日、下南小学校で下南地区住
民のふれあいと絆を深めることを目的に
「第９回下南地区ふれあい広場」が
開催されました。オープニング行事では
下南保育所園児による鼓笛の演奏が
行われ、社会体育関係者による模擬
店、下南小PTA父親部会によるゲーム
コーナーなどで皆さんが楽しみました。
また、児童･教職員･地域の方々による
ステージ発表､そしてお楽しみ抽選会も
あり、593名が参加。地域が大いに盛
り上がる一日となりました。

　７月８日、臼杵市観光交流プラザ
で臼杵町並み観光案内ガイド養成講
座修了証書交付式が行われました。
　今回、修了証書を交付されたのは、
安部惠子さん、冨田栄子さん、樋口功
さん、二村幸憲さんの４名。交付式で
は中野市長が今後のガイド活動に期
待を込めて「お客様が何度も臼杵を
訪れたいと思っていただけるような
ガイドが出来るように頑張ってほし
い」とあいさつしました。

　７月14日、臼杵市は大塚ウエルネス
ベンディング株式会社（阿部文敏西日
本支店長）と「災害時における生活必
需物資の供給に関する協定」を結びま
した。これは、災害時における物資の確
保を図るために行ったもので、自動販
売機内在庫品と併設された備蓄在庫品
【食料品（カロリーメイト）、飲料水（ク
リスタルカイザー）】が提供されます。自
動販売機は防災拠点施設市浜地区コ
ミュニティセンターに設置され、災害時
には有効な活用が図られることになりま
す。

　夏休みに向けて、水難事故に備え
るため、７月13日、野津幼稚園で、着
衣泳法での水難訓練が行われまし
た。今回指導したのは、水難学会の指
導員５名。園児は服を着たまま、ペッ
トボトルを持ってあおむけに浮いて
救助を待つ体験をし、水辺での安全
な遊び方の指導を受けました。また、
参観していた保護者は、簡単な道具
を使っての救助の仕方を教えてもら
いました。

　７月26日、野津町西神野地区で
「久保ん谷湧水まつり」が開催され
ました。湧水を囲んで開催されるこ
のまつりは、西神野地域活性化推進
協議会の主催で毎年、夏に行われて
います。当日は台風の影響で時より
雨が降る中、子どもたちは元気に
ソーメン流しやスイカ割り、うなぎ
のつかみ取り、水遊びなどを楽しみ、
自然とふれあいながら、夏休みの一
日を満喫していました。

11
平成27年9月号

広報

10
平成27年9月号

広報

問合せ先　臼杵市歴史資料館　☎0972-62-2882　協働まちづくり推進局（内2301・臼杵庁舎）

ウィリアム・アダムス―最後の航海【６】
　この暴動が起きた原因は、徳川家康の手厚い保護の背景に、リーフデ号をアダムスたちに返却せず、乗組
員は全員、日本にとどまるよう家康から命令されていたからと思われます。
　この命令によってリーフデ号の乗組員たちは故郷に帰る望みを絶たれ、その絶望感から暴挙に及んだよ
うです。
　アダムスは反乱を起こした乗組員たちと話し合い、家康から支給された資金を彼らに分配し、自分たちの
責任で江戸を離れてどこへでも行くように結論し、この問題は決着しました。
　アダムスはこの事件をきっかけに、自らもまた本国に永遠に帰れないことを悟りました。そして彼は望郷
の念を抱きつつも、慶長10年（1605年）家康の家来として仕えることになりました。アダムスは相模国三浦
郡逸見（現在の横須賀市）に250石の所領をもらい、旗本となったのです。
　彼は家康に西洋の数学などを教え、世界のさまざまな情報を伝えるとともに、世界と日本がどう交流して
いけばよいかという相談にのる、外交顧問のような仕事をしました。
　家康はアダムスからの情報で、今まで交易をしていたポルトガル・スペインが、日本に対して領土的野心
があること、その先駆けとなっているのがキリスト教（カトリック）の宣教師であることを把握し、その後の
慶長17年（1612年）にキリスト教禁教令を発しました。
　アダムスは家康に、領土的野心のないオランダ・イギリスとの交易を家康にすすめ、慶長14年（1609年）に
オランダ商館、慶長18年（1613年）にイギリス商館を長崎県の平戸に開きました。
　36歳のときに臼杵へ漂着し、それから20年間、ヨーロッパとは気候も風土も食べ物も違い、家康という最
高権力者の下で日々緊張を強いられていた彼の体調は徐々に悪化し、ついに元和6年（1620年）、平戸の地
で、故郷へと向かう航海を行うことなく、56歳の生涯を終えました。
　家康が没したのち、二代将軍徳川秀忠が、アダムスの帰国を許して間もないころでした。　　　　　（完）

特集

【参考文献】
浜野みさえ訳　田中丸栄子編集
　　　『三浦按針11通の手紙』　長崎新聞社刊
岡田章雄　『三浦按針』　思文閣刊

按針（ウィリアム・アダムス）終焉の地、
平戸市にある墓

問合せ先　財政企画課（内2122・臼杵庁舎）

第５回全国禹王まつり・禹王サミットin臼杵大会開催
　　　　　　と　き　　９月12日㈯～13日㈰12日13:30～17:00　13日８:30～12:30
　　　　　　ところ　　臼杵市中央公民館ホ－ル、禹

うし ょ く

稷合祀の壇　附石碑
　　　　　　入場料　　無　料　　ただし、12日、18時からの交流会は参加費4,000円が必要。
　現在まで全国の34都道府県で禹王を祀る遺跡が91遺跡ほど確認されていますが、治水の神「禹」と農の神「后

こうしょく

稷」を
一緒にお祀りしているのは全国で臼杵市だけとなっています。各地で禹王遺跡の歴史的意義を学び、文化遺産としての
保存継承と顕彰に努めている団体や組織の人たちが一堂に会して意見交換をする大会です。

日　

程

12日㈯ 13日㈰
13:30～13:50 開会行事  ８:30～10:30 現地見学会
14:00～15:20 基調講演　別府大学学長　豊田寛三氏 11:00～12:10 全体会
15:40～17:00 パネルディスカッション（各地からの報告） 12:10～12:30 閉会行事
18:00～20:00 交流会（会場：久家の大蔵）
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問合せ先　コスモス病院地域医療福祉連携室　☎0972-62-5883

問合せ先　高齢者支援課（内1153・臼杵庁舎）

問合せ先　保険健康課（内1146・臼杵庁舎）

「義母の看取りを経て　今」
　シリーズ３回目は看護師の立場から、コスモス病院看護部長の亀井がお届けします。

私の義母は肺がんでした。

　義母ががんと診断されてから看取りまでは、私の看護師人生の大きな岐路となりました。義母は手

術ができる状態でなかったため化学療法を行いましたが効果がなく、積極的治療を行えなくなり住み慣

れた街に近い当院へ帰ってきました。そして、あふれるけれどうまく出せない痰や息苦しさと闘いなが

ら義母を愛する人たちに囲まれ、2006年最期を迎えました。決して穏やかな最期とは言えない看取

りの後、私はとても苦しみました。看護師として多くの患者さんの死を見てきた私ですが、家族の死・・・

その看取りの場面で、私は何をしてあげられたのだろうかと悩む日々が続きました。

　その後、緩和ケア（体のさまざまな症状や精神的負担を和らげるケア）の研修を受けて、私は大きな衝

撃を受けました。「この知識を私が持っていたら義母を穏やかに過ごさせてあげられたのではないか」

と自分の無知さを悔やむばかりでした。それから研修を積み重ね念願のコスモス病院緩和ケアチーム

は2012年に結成されました。医師と看護師を中心とした多職種によるチームによって、残された時間

をその人らしく過ごしていただく支援ができるようになったと感じています。

　さらに、私がそうであったように、こうした看取りの場面を迎えるに当たり、大切な人を失う恐れと

不安が家族を襲います。看取った後、家族が笑顔で過ごせるためにはご本人の意向（どこでどの様に過

ごしたいのか）を尊重することが重要となります。しかしそのために家族が大きな負担を抱え込むので

なく、関わる支援者が情報を共有してそれぞれに役割を果たしていくことが鍵となります。亡くなって

いく本人が穏やかに過ごしていくことが出来たならば、きっと周りの人々も笑顔で見送ることができる

でしょう。

　コスモス病院看護部の理念は「人を大切にし、ぬくもりのある看護」「責任ある看護」です。その人ら

しい人生が過ごせるための支援をしていくことが私たちの務めです。2012年から取り組んだプロジェ

クトZの成果はこの地域の方々がその人らしい人生を過ごすための支援につながっていると確信して

います。

※ シリーズ「医療と介護をつなぐ」は在宅医療介護連携事業（プロジェクトＺ）のメンバーでお伝えしてい

きます

シリーズ 『医療と介護をつなぐ』Ｎo.3

敬老サービスをご利用ください

うすき石仏ねっとからのお知らせ

　９月15日～21日は敬老週間です。臼杵市では敬老週間にちなみ、以下の店舗・施設での利用料や観覧料が割引・

無料になります。　＊ご利用の際は必ず、保険証など（年齢の確認ができるもの）を提示してください

　市役所（臼杵庁舎：保険健康課、野津庁舎：市民生活推進課）でうすき石仏ねっとの加入申込の受付ができるよう

になりました。詳しくはお問合せください。

対　象　臼杵市内に在住の70歳以上の方

○1割引の店舗　期間　９月１日㈫～21日㈪
　理容組合加盟店（臼杵地域）理容料金
　美容組合加盟店（野津地域）美容料金
　※割引は組合加盟店に限る

○定額割引の施設　期間　９月１日㈫～21日㈪
　・風連鍾乳洞　入場料250円引き

○無料の施設　　期間　９月15日㈫～21日㈪
　・鷺来ヶ迫温泉　俵屋旅館の入浴
　　（入浴・受付時間：11:00～17:00）
　・六ヶ迫鉱泉　しらさぎ荘の入浴
　　（入浴時間：8:00～21:30）
※ この割引は各関係者のご厚意によるもので、市は一切の補助
金を出しておりません
★ 臼杵六ヶ迫鉱泉保存会のご厚意により、「源泉薬師堂」の飲泉
が無料でご利用できます。

平成27年度地区巡回健診・がん検診に行ってみよー！

健診結果説明会でガッテン！！

ひとりで悩まないで
誰かに悩みを話すことで、あなたのつらい気持ちを少しでも楽にしませんか？

９月はがん征圧月間・健康増進月間です

特
定
健
診

各種がん検診 骨
密
度
検
診大腸 胸部 胃 子宮 乳

と　き 受付時間 ところ

９月７日㈪ ９：00～10：30 臼杵市中央公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９月12日㈯ ９：00～10：30 野津中央公民館 ○ ○ ○ ○ ㊛ ㊛ ○

巡回健診受診のチャンスも残りわずか。
年に一度、大切なあなたの身体のチェックが健診できます。
詳細は、担当課にお問合せください。

※㊛は、女性医師・女性技師が対応を予定している日です。

　健診結果から、あなたにいちばん合った改善方法を保健師や管理栄養士が一緒に考え、健康な生活が送れ
るようにサポートします！ 
※受付時間は両日とも13:30～14:00

●大分いのちの電話
　☎097－536－4343（年中無休24時間）
　フリーダイヤル0120－738－556
　※毎月10日（8:00～翌8:00）
●こころの電話（大分県精神保健福祉センター）
　☎097－542－0878
　（平日9:00～12:00 ／ 13:00～16:00）
　※相談専用電話

●中部保健所（地域保健課）
　☎0972－62－9171（平日8:30～17:15）
●臼杵市役所（福祉課・保険健康課）
　☎0972－63－1111（平日8:30～17:15）
●とよみ園　地域生活支援センター
　☎0972－82－7653（平日8:30～16:30）

１に運動　２に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ　～健康寿命の延伸～
１年に１回健診（検診）を受けることで、自分の身体を振り返る機会をつくりましょう。

臼杵会場 ほっと館（臼杵市中央公民館裏） ９月11日㈮

野津会場 野津保健センター ９月14日㈪

所要時間 １人15分～20分程度
持参するもの  健診結果（必須）、病院での検査結果、おくすり手帳など

大分県の電話相談機関

臼杵市の相談機関

問合せ先　保険健康課（内1148・臼杵庁舎）

９月10日㈭～16日㈬は自殺予防週間です
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『
臼
杵
市
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
』

長
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

　

８
月
３
日
、い
わ
ゆ
る
地
方
創
生
の
動
き

を
受
け
て
、「
臼
杵
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、こ
の
戦
略
の
前
提
と
な
る

「
長
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」に
つ
い
て
解
説
を

行
い
ま
す
。

１
．
長
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の

基
礎
と
な
る
人
口
分
析

　

臼
杵
市
は
、高
齢
化
率（
65
歳
以
上
人
口

比
率
）が
既
に
35
％
を
超
え
て
お
り
、人
口

も
減
少
局
面
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
傾
向
は
、

今
後
も
続
き
、５
年
後
に
は
高
齢
化
率
は

40
％
の
水
準
と
な
り
、20
年
後
に
は
、人
口

も
３
万
人
を
割
っ
て
し
ま
う
見
込
み
で
す
。

※
１

　

し
か
し
、高
齢
化
の
問
題
は
、こ
れ
か
ら

都
市
部
で
も
起
こ
っ
て
く
る
話
で
、こ
れ
を
、

全
国
に
先
駆
け
た
高
齢
化
の
先
進
地
と
捉

え
れ
ば
、今
、ま
さ
に
こ
の
課
題
に
取
り
組

み
、持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
す
る
こ
と

が
大
切
と
な
り
ま
す
。

　

臼
杵
市
の
人
口
減
少
の
要
因
は
、若
い

人
の
都
市
部
へ
の
流
出
と
合
計
特
殊
出
生
率

（
1
人
の
女
性
が
生
涯
に
産
む
子
ど
も
の

数
の
平
均
）が
２
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
に

よ
る
も
の
と
い
え
ま
す
。　

　

大
分
県
か
ら
他
県
へ
の
流
出
を
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
ご
と
に
み
る
と
、最
も
多
い
の
が
福

岡
県
へ
の
転
出
、続
い
て
、東
京
圏
へ
の
転
出

の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
※
２

　

さ
ら
に
、臼
杵
市
の
転
入
、転
出
の
状
況

を
み
る
と
、平
成
25
年
度
で
２
４
３
人
の
転

出
超
過
と
な
っ
て
お
り
、人
口
減
少
の
大
き

な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、

女
性
の
方
が
多
く
、大
分
市
へ
の
流
出
が
全

体
の
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。
※
３

　

臼
杵
市
の
年
間
出
生
数
は
３
０
０
人
を

下
回
っ
て
お
り
、合
計
特
殊
出
生
率
は
、概

ね
大
分
県
平
均
と
同
じ
水
準
で
、１
・
５
程

度
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
※
４

　

そ
の
内
訳
を
み
る
と
、第
２
子
、第
３
子

以
降
の
出
生
率
が
全
国
平
均
を
大
き
く
上

回
っ
て
お
り
、多
子
世
帯
が
多
い
一
方
で
、第

１
子
出
生
率
が
低
く
、出
会
い
、結
婚
に
結

び
つ
け
る
取
組
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

未
婚
率
の
状
況
を
み
る
と
、特
に
、30
歳
代

に
お
い
て
、男
性
、女
性
と
も
に
、全
国
平
均

よ
り
も
、そ
し
て
、大
分
県
平
均
よ
り
も
未

婚
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
※
５

　

臼
杵
市
は
、市
内
在
住
者
の
約
７
割
は
市

内
で
就
業
し
て
い
ま
す
が
、３
割
は
市
外
に

通
勤
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、２
割
相
当
の
人

が
市
外
か
ら
臼
杵
市
に
通
勤
し
て
き
て
い

ま
す
。
年
齢
階
級
別
に
み
る
と
、若
い
世
代

に
つ
い
て
は
、市
外
に
通
勤
す
る
者
の
割
合

も
高
い
が
、市
外
か
ら
通
勤
し
て
く
る
者
の

人
数
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
※
６

※1※2

代
の
雇
用
の
場
を
整
え
る
。

⑵ 

移
住
・
観
光
〜
新
し
い
ひ
と
の

流
れ
を
つ
く
る

・ 

若
い
世
代
を
中
心
に
し
た
移
住
・

定
住
策
で
都
市
部
か
ら
の
流
入

を
増
や
す
。

・ 

若
い
世
代
が
住
み
た
い
と
思
え

る
環
境
を
整
備
す
る
。

・ 

移
住
者
の
働
く
場
を
整
備
す
る
。

・ 

臼
杵
の
魅
力
を
磨
き
、
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
る
。

⑶ 

子
育
て
〜
若
い
世
代
の
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な

え
る

・ 

希
望
数
を
産
め
る
よ
う
に
、
子

ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境

を
整
え
る
。

・ 

結
婚
か
ら
妊
娠
・
出
産
・
子
育

て
の
継
続
的
な
支
援
体
制
を
つ

く
る
。

⑷
ま
ち
づ
く
り
と
連
携

・ 

歴
史
や
文
化
を
活
用
し
、人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
た
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
。

・ 

健
康
寿
命
を
伸
ば
し
、社
会
参
加

を
促
し
、健
康
長
寿
社
会
を
到
来

さ
せ
る
。

・ 

大
学
、企
業
や
都
市
と
の
連
携
を

図
り
、新
し
い
可
能
性
を
発
掘
す

る
。

☆ 

長
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略

の
具
体
的
施
策
な
ど
に
つ
い
て
、

今
月
、来
月
の
市
報
で
別
途
、紹
介

し
ま
す
。

臼
杵
市
総
合
戦
略
の
ポ
イ
ン
ト

　

高
齢
化
率
は
、今
後
も
高
止
ま

り
し
ま
す
が
、人
口
減
少
の
一
番

の
要
因
は
、合
計
特
殊
出
生
率
が

１
・
５
と
低
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、臼
杵
の
特
徴
は
、多
子
世

帯
は
多
い
が
、未
婚
率
が
全
国
平

均
よ
り
高
い
こ
と
で
す
。社
会
増
減

で
は
、転
出
超
過
が
続
い
て
い
る
こ

と
。特
筆
す
べ
き
点
は
、大
分
市
へ

の
転
出
が
約
６
割
を
占
め
て
い
る

こ
と
で
す
。

　

現
状
の
ま
ま
推
移
す
る
と
、50

年
後
に
は
、人
口
は
半
減
し
、２
万

人
を
割
り
か
ね
ま
せ
ん
。２
０
３
０

年
に
は
出
生
率
を
２
・
０
に
、社
会

移
動
で
は
転
出
を
抑
え
、転
入
を

増
や
す
諸
施
策
を
集
中
的
か
つ

強
力
に
展
開
し
、50
年
後
、２
７
，

５
０
０
人
の
維
持
を
目
指
し
ま
す
。

総
合
戦
略
４
つ
の
柱

⑴ 

し
ご
と
〜
し
ご
と
を
つ
く
り
、

安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
す
る

・ 

一
次
産
業
を
活
性
化
し
、
産
品

に
付
加
価
値
を
つ
け
、
６
次
産

業
化
を
進
め
る
。

・ 

地
場
企
業
を
支
え
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
創
出
を
支
援
す
る
。

・ 

地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
企
業
誘
致

を
図
る
。

・ 
医
療
・
介
護
分
野
で
の
若
い
世

臼
杵
市
長　

中
野　

五
郎

71

何
故　

今
、地
方
創
生
か

　

我
が
国
で
は
、今
後
も
急
激
な

人
口
減
少
が
続
き
ま
す
。２
０
５
０

年
に
は
今
よ
り
３
，
１
０
０
万

人
減
少
し
、９
，７
０
０
万
人
に
、

２
１
０
０
年
に
は
５
，０
０
０
万
人

を
割
り
込
む
と
の
推
計
が
あ
り
ま

す
。加
え
て
、地
方
と
東
京
圏
の
経

済
格
差
が
拡
大
し
、若
い
世
代
の

東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
に
拍
車
が
か

か
る
恐
れ
が
強
ま
り
ま
す
。人
口

減
少
は
地
域
経
済
の
活
力
低
下
と

と
も
に
、地
域
社
会
の
さ
ま
ざ
ま

な
基
盤
の
維
持
が
困
難
と
な
る
可

能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

政
府
は
危
機
感
か
ら
、対
策
と

し
て
地
方
創
生
を
打
ち
出
し
、昨

年
の
11
月「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
」を
成
立
さ
せ
、以
下
の
基

本
的
視
点
か
ら
、人
口
、経
済
、地

域
社
会
の
課
題
解
決
に
向
け
、一
体

的
に
取
り
組
む
と
し
て
い
ま
す
。

⑴ 「
東
京
一
極
集
中
」を
是
正
す
る

　

 

地
方
か
ら
東
京
圏
へ
の
人
口
流

出
に
歯
止
め
を
か
け
、「
し
ご
と

の
創
生
」と「
ひ
と
の
創
生
」の

好
循
環
を
実
現
す
る
。

庁
内
で
議
論
を
重
ね
、市
内
外
の

経
済
、金
融
、大
学
な
ど
の
関
係
諸

機
関
と
意
見
交
換
を
行
い
つ
つ
、臼

杵
市
の
長
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

き
、そ
れ
を
踏
ま
え
、講
ず
る
べ
き

諸
施
策
を
総
合
戦
略
と
し
て
８
月

中
に
策
定
し
ま
し
た
。こ
の
間
、議

会
も「
ふ
る
さ
と
創
生
委
員
会
」を

設
け
、検
討
結
果
を
提
言
と
し
て

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
ち
早
く
完
成
で
き
た
の
は
、

合
併
10
周
年
を
迎
え
た
昨
年
度
、

10
年
に
一
度
つ
く
る
総
合
計
画
を

一
年
前
倒
し
で
策
定
し
た
こ
と
に

よ
り
ま
す
。こ
の
10
年
間
、
少
子

化
・
高
齢
化
、そ
し
て
人
口
減
少
が

予
想
以
上
に
進
み
、抜
本
的
か
つ

強
力
な
施
策
を
展
開
す
る
必
要
を

痛
感
し
た
か
ら
で
す
。総
合
計
画

を
策
定
す
る
と
き
、時
代
の
変
化
、

社
会
の
変
容
、
将
来
の
方
向
性
、

ま
ち
づ
く
り
の
課
題
に
つ
い
て
私

た
ち
の
認
識
と
政
府
の「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
法
」の
趣
旨
が
一

致
し
て
い
た
か
ら
早
い
対
応
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

⑵ 

若
い
世
代
の
就
労
、結
婚
、子
育

て
の
希
望
を
実
現
す
る

　

 

人
口
減
少
を
克
服
す
る
た
め
、

若
い
世
代
が
安
心
し
て
就
労

し
、希
望
通
り
結
婚
し
、妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
よ
う

な
社
会
経
済
環
境
を
実
現
す
る
。

⑶ 

地
域
の
特
性
に
即
し
て
地
域
課

題
を
解
決
す
る

　

 

地
域
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、

直
面
す
る
課
題
を
解
決
し
、安

全
・
安
心
で
心
豊
か
な
生
活
が
将

来
に
わ
た
っ
て
確
保
さ
れ
る
よ
う

に
す
る
。

　

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
、各
都
道

府
県
と
市
町
村
に
は
、そ
れ
ぞ
れ

の
長
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦

略
を
平
成
27
年
度
中
に
策
定
す
る

こ
と
を
努
力
義
務
と
し
て
求
め
て

い
ま
す
。そ
の
内
容
と
活
動
実
績
に

応
じ
て
、新
交
付
金
を
配
分
す
る

と
表
明
し
て
い
ま
す
。

臼
杵
市
の
取
組
み

　

臼
杵
市
は
、昨
年
12
月
に
、全
国

に
先
駆
け
、「
臼
杵
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
本
部
」を
立
ち
上
げ
、

地
方
創
生
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
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２
．
長
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

　

こ
れ
ら
の
分
析
を
踏
ま
え
た
上
で
、長
期

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
た
数
値
目
標

は
、合
計
特
殊
出
生
率
は
、現
在
、１
・
５
程

度
で
推
移
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、２
０
３
０

年
に
は
２
・
０
程
度
、２
０
４
０
年
に
は
２
・
３

程
度
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま

す
。

　

ま
た
、人
口
の
社
会
移
動
に
つ
い
て
は
、年

間
で
45
世
帯
、90
人
程
度
の
流
出
を
抑
え
、

流
入
を
増
や
す
こ
と
で
社
会
減
少
を
減
ら

す
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

　

こ
れ
が
実
現
す
る
こ
と
で
、放
置
し
て
お

け
ば
、50
年
後
に
、現
在
の
人
口
の
半
分
で

あ
る
１
９
，３
０
０
人
に
な
っ
て
し
ま
う
と
こ

ろ
が
、２
７
，５
０
０
人
で
維
持
で
き
る
見
通

し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、１
０
０
年
後
を
見
据
え
る
と
、

７
，
５
０
０
人
に
な
る
と
こ
ろ
を
２
５
，

０
０
０
人
程
度
で
推
移
し
ま
す
。
※
７

３
．
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
基
本
的
考
え
方

　

臼
杵
市
ら
し
い
風
情
、
歴
史
、
文
化
を

し
っ
か
り
と
残
し
、そ
れ
を
日
本
全
国
に
、

そ
し
て
、世
界
中
に
広
め
て
い
く
こ
と
が
、室

町
時
代
に
大
友
宗
麟
に
よ
っ
て
今
の
市
街
地

が
形
成
さ
れ
、数
百
年
に
わ
た
っ
て
創
り
上

げ
ら
れ
て
き
た
臼
杵
市
の
生
き
残
る
道
で

す
。
現
状
と
し
て
の
少
子
高
齢
・
人
口
減
少

の
現
実
を
受
け
止
め
つ
つ
も
、臼
杵
市
と
し

て
、将
来
の
成
長
・
発
展
の
種
と
な
る
よ
う

な
地
域
資
源
を
掘
り
起
し
、そ
れ
ら
を
活

用
し
て
い
く
取
組
を
息
長
く
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。「
ま
ち
お
こ
し
」は「
ま

ち
の
こ
し
」の
精
神
で
取
り
組
ん
で
き
た
臼

杵
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
が
ま
さ
に

生
か
さ
れ
る
べ
き
と
き
で
す
。臼
杵
市
に「
あ

る
も
の
」を
探
し
、「
な
い
こ
と
」を
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
、チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
。
臼
杵
市

と
し
て
の
自
主
性
・
自
立
性
を
高
め
て
、分

権
型
社
会
の
お
手
本
を
創
り
上
げ
た
い
と

※3

考
え
て
い
ま
す
。

　

臼
杵
市
の
よ
う
な
地
方
都
市
が
創
生
し
、

元
気
に
な
る
こ
と
が
、日
本
の
創
生
で
す
。

こ
の
町
で
生
ま
れ
、育
ち
、巣
立
っ
て
い
く
子

ど
も
た
ち
が
、多
様
な
価
値
観
、十
分
に
高

度
な
知
識
・
技
術
を
も
っ
て
世
界
に
羽
ば
た

い
て
い
く
、そ
う
し
た
環
境
を
整
え
て
い
け

ば
、臼
杵
市
を
起
点
と
し
て
、世
界
に
誇
る

こ
と
が
で
き
る
日
本
社
会
が
創
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
た
上
で
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
展
開
し
て

い
く
の
か
を
ま
と
め
た
の
が「
総
合
戦
略
」と

な
り
ま
す
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、来
月
、

紹
介
し
ま
す
。

合計特殊出生率

※4

※5

※6

※5

※7

問合せ先　協働まちづくり推進局（内2301・臼杵庁舎）



　家庭から出る燃えるごみの約40%は生ごみであると言われています。

　生ごみを減らすためには、食材を使い切ることと、食品ロス（食べられるのに捨ててしまう食品）を出さないように

することが大切です。

　安いからといって買いすぎないことが重要です。食材は本当に必要な分だけ買いましょう。

●買い物前に冷蔵庫の中身をチェック。賞味期限を確認して必要なものだけを買う。

●バラ売りや少量パックなどを利用し、使い切れない食材は冷凍して保存する。

　まだ食べられる食材が食べきれずに捨てられていることも。食品ロスを出さないよう心がけましょう。

●必要な量だけ作り、残さず食べる。

●残ったおかずはお弁当のおかずや他の料理にアレンジする。

　生ごみの約80％は水分です。水分を多く含んだままの生ごみは重く、イヤなにおいの原因になります。また、焼却

する際は水分が多いとその分燃料を多く使ってしまいます。

● 生ごみを濡らさないようにする。もともと水分の少ない玉ねぎの皮や野菜くずは三角コーナーや排

水口の受けカゴに入れず直接ごみ箱へ入れる。

●ごみ袋に入れる前はギュッとひと絞りをする。

　家庭から毎朝出されるごみも、皆さんのご協力により、一定量のごみが資源となるごみとして収集され、リサイクル

されています。家庭のごみが、より効率的にリサイクルされるため、分別の際に特に注意していただきたいことをお

知らせします。

　中身を使い切って、軽く水洗いをしたり布などでふきとり、汚れを落としてから資源となるごみの日に出

しましょう。臼杵地域は｢プラスチック製容器包装｣の日です。野津地域は｢プラスチック類

｣の日です。 

　汚れが落ちないもの、または落としにくいものは、もやせるごみに出してください。 

　ごみの出し方について詳しくは、「ごみ収集カレンダー、保存版分別辞典（臼杵地域）」、「保存版家庭ごみ・資源物の

分け方・出し方（野津地域）」でご確認ください。窓口でも配布しています。

①びん・ペットボトルの出し方

②プラスチック製容器包装の出し方

臼杵地域は「びん」「ペットボトル」の日です 
　・ 市販の無色透明もしくは無色半透明の袋に入

れて出してください。 

　・ ｢びん」と「ペットボトル」は別々の袋に入れてく

ださい。 

野津地域は「資源物」の日です 
　・ 袋には入れずに、そのまま指定のコン

テナに入れてください。

キャップは必ず
とりましょう

水洗いをして
出しましょう

金属製のキャップ：「もやせないごみ」 
プラスチック製のキャップ：「プラスチック製容器包装」

金属製のキャップ：「燃えないごみ」 
プラスチック製のキャップ：「プラスチック類」

問合せ先　臼杵地域　環境課（内1138）・野津地域　市民生活推進課（内122）

問合せ先　環境課（内1133・臼杵庁舎）

「使いきり」「食べきり」「水きり」で
生ごみを減らしましょう！

ごみの分別に ご協力を！～まぜればごみ わければ資源～

食材は使いきる

料理は食べきる

捨てる前に水をきる
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岩本亜美さん（１年）の書

同窓生を招いた未来講座学習サポーター（北中）科学研究発表で１位

３年生夏季補習中、スイカ割りで気分転換 英語授業では英語で発表活動

　

臼
杵
高
校
で
は
多
様
な
感
動
体

験
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
教
育

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
夏

も
、臼
高
生
は
校
内
外
で
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
積
み
、成
功･

失
敗
な
ど

を
通
し
て
成
長
し
ま
し
た
。

未
来
講
座
で

同
窓
生
講
演
を
実
施

　

生
徒
が
本
物
に
触
れ
る
機
会

と
し
て
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
に

「
未
来
講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
７
月
15
日
、同
窓
生
の
町
田
智

子
さ
ん（
朝
日
新
聞
社
取
締
役
・
西

部
本
社
代
表
）を
お
招
き
し
、「
縁

を
大
切
に
〜
臼
杵
、東
京
、大
分
〜
」

と
い
う
演
題
で
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
講
演
後
は
、多
く
の
質
問

に
対
し
て
丁
寧
に
応
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
社
会
で
活
躍
す
る
先

輩
の
お
話
に
、勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。

出
身
中
学
校
で

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー

　

夏
季
休
業
中
、１
・
２
年
生
が
市

内
の
出
身
中
学
校
を
訪
問
し
、後
輩

た
ち
へ
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
生
徒
は
、夏
休
み
の
宿

題
の
お
手
伝
い
や
、質
問
に
答
え
た

り
し
ま
し
た
。
日
頃
と
は
違
う
、人

に「
教
え
る
」と
い
う
経
験
を
通
し

て
、自
分
た
ち
の
新
た
な
可
能
性
に

気
づ
き
、多
く
の
感
動
体
験
を
味
わ

い
ま
し
た
。
中
学
校
の
先
生
方
、生

徒
の
皆
さ
ん
、臼
杵
市
教
育
委
員
会

の
方
々
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た科
学
研
究
発
表
で
１
位

　

7
月
25
日
に
大
分
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ
が
行
わ
れ
、１
・

２
年
生
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

県
内
の
高
校
か
ら
科
学
に
興
味
・
関

心
を
持
つ
生
徒
が
参
加
し
、物
理
・

臼杵高校通信
№32
こ
の
地
で
学
ぶこ

の
地
で
伸
び
るこ

の
地
で
輝
く

化
学
・
生
物
・
数
学
に
分
か
れ
て
、さ

ま
ざ
ま
な
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、科
学
研
究
発
表
の
部
で
は
、

吉
良
和
優
く
ん
・
平
山
綾
乃
さ
ん

が「
風
船
と
空
気
」に
つ
い
て
発
表

し
、第
１
位
に
な
り
ま
し
た
。
他
校

の
生
徒
と
触
れ
合
う
こ
と
も
で
き
、

有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
大
会
に
出
場

　

体
育
部
は
、ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の

川
村
茉
由
さ
ん
・
石
坂
夏
美
さ
ん
と

少
林
寺
拳
法
の
藤
丸
沙
加
さ
ん
が
、

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会（
奈

良
県
・
兵
庫
県
）に
出
場
し
ま
し
た
。

文
化
部
は
、箏
曲
部
、囲
碁
部
、放
送

部
、吟
詠
が
、全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭（
滋
賀
県
）に
参
加
し
ま
し

た
。
ど
の
部
の
生
徒
も
、こ
れ
ま
で

の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し

ま
し
た
。

英
語
授
業
は
英
語
で

　

今
年
度
は
、文
部
科
学
省
の
英
語

研
修
協
力
校
の
指
定
を
受
け
て
い

ま
す
。
７
月
10
日
に
は
文
部
科
学

省
か
ら
教
科
調
査
官
の
向
後
秀
明

氏
が
来
校
し
、実
地
視
察
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
各
学
年
で
英
語
を
使
用

し
た
提
案
授
業
を
実
施
し
、生
徒
は

発
表
活
動
や
ミ
ニ
デ
ィ
ベ
ー
ト
な
ど

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
午
後
は
、提

案
授
業
に
対
す
る
研
究
協
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

平成27年度 臼杵高校同窓会総会 

と　き　９月19日㈯
　　　　受付17:30～ 開会18:00～ 
ところ　春光園
　　　　臼杵市祗園西３組 

　　　　☎0972－63－3128 
問合せ先　大分県立臼杵高等学校

 ☎0972-62-5145　担当 筒井
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　９月10日は、「下水道の日」です。臼杵市は生活排水処理
対策の一環として、下水道事業、農・漁業集落排水事業、浄
化槽整備事業を推進しています。現在、川や海などの水環
境を汚している原因のひとつとして、台所や風呂場などか
ら、きれいにされずに流れ出ている生活排水があげられま
す。臼杵市の美しい自然を守るため、下水道施設・集落排
水施設を利用されていないご家庭、合併処理浄化槽を使用
されていないご家庭は、早急に改善をお願いします。
下水道事業の推進を図るため、下記のとおりＰＲ活動を開
催しますので、ぜひご来場ください。

下水道キャンペーン
と　き　９月10日㈭ 16:00～
ところ　臼杵市野田　ＨＩヒロセ
内　容　パンフレットとグッズの無料配布

下水道なんでも相談室
と　き　９月３日㈭～10日㈭
ところ　上下水道管理課

　臼杵市防災拠点施設が全て完成するのに合わせて、消
防活動に使用する機材の展示や、臼杵市の災害の歴史な
どの貴重な資料を市民の皆さんに公開します。また、消防
庁舎の見学、消防車両との記念撮影なども行っていただけ
ます。
　受付は随時、行っておりますので、お気軽にお問合せく
ださい。
と　き　９月１日㈫～
ところ　臼杵市消防庁舎内　

　臼杵市では、少子高齢・人口減少対策の１つの課題として、若年層の未婚率が全国平均よりも高くなっている実態を捉

えています。この課題解決に向けた婚活支援の取組として、ＴＢＳテレビの人気番組「ナイナイのお見合い大作戦！」の臼杵

市開催をめざし、開催候補地として正式にエントリーしました。全国各地のまちが開催候補地としてエントリーしているた

め、ライバルは非常に多いですが、実現すれば臼杵市の婚活の推進に大きな効果があると考えています。

　このイベントを開催するには、結婚を真剣に希望する男性参加者が20名以上必要です。

　臼杵市での番組開催が決まった場合に、お見合いイベントに参加していただける男性を募集します。

申込資格　結婚を希望する臼杵市内在住の独身男性（18～35歳くらいまで）

申込方法　 ⑴氏名、⑵年齢、⑶性別、⑷住所、⑸電話番号、⑹職業、⑺自己ＰＲを記入（様式自由）

の上、郵送またはFAX、Eメールでお申し込みください。

　　　　　住所　〒875-8501　臼杵市大字臼杵72番1　

　　　　　FAX　0972-63-7713 　　Eメール　kyoudou@city.usuki.oita.jp

締　　切　９月25日㈮（消印有効）まで

留意事項　 今回の募集は、臼杵市での開催が決まった場合に備えて事前に参加希望者を募るもので、番組の開催が決定

しているものではありません。臼杵市での開催が決定した際には応募いただいた方に声を掛けさせていただ

きます。職業の制限はありませんが、特に第1次産業に従事する方からの応募をお待ちしています。

　サービス水準の向上、行財政の効率化、雇用の創出を目的に野津吉四六ランド施設を管理する指定管理者を募
集します。

募集対象施設　　
　 野津吉四六ランド運動広場【野津吉四六ランド陸上競技場、野津吉四六ランド球場、野津吉四六ランドテニス
コート、野津吉四六ランドゲートボール場】および吉四六公園【管理棟、池、庭園（桜公園）、駐車場、その他施設】

応募資格
　・法人の場合は、臼杵市内に本店、支店または営業所を有すること
　・その他の団体の場合は、臼杵市内に事務所を有すること
　※ 破産者で復権を得ていない団体、指名競争入札の参加を制限されている団体、地方税を滞納している団体な
どは応募できません

募集要項配布・申請受付期間　　
　10月６日㈫～30日㈮　8:30～17:00（土・日・祝日除く）

説明会　　　　　
　と　き　10月14日㈬　10:00～　
　ところ　野津中央公民館および現地
　内　容　申請方法、施設概要、業務内容など
　※参加を希望される団体は、10月13日㈫までにご連絡ください

第55回 下水道の日
忘れない 暮らしの下に 下水道

人気お見合い番組への参加希望者を募集します野津吉四六ランドの指定管理者を募集します

臼杵ファイヤーミュージアムがオープン

問合せ先　上下水道管理課 ☎0972－64－0312

申込・問合せ先　協働まちづくり推進局（内2303・臼杵庁舎）問合せ先　野津中央公民館　☎0974-32-2270

問合せ先　臼杵市消防本部 　
総務課 ☎0972－62－2303

　臼杵市が大分県および建築士事務所協会と協力して、

ご自宅の簡易耐震診断を行います。簡易耐震診断とは、正

式な耐震診断ではありませんが、住宅のどのようなとこ

ろに地震に対する強さや弱さがあるのかを調べることが

できるものです。また、リフォームや耐震化の助言も行い

ます。

　簡易耐震診断の結果が悪い場合、正式な耐震診断を受

けることをおすすめします。

対　象　 昭和56年5月31日以前に建築された木造一戸
建て住宅（併用住宅で、住宅部分の面積が1/2以

上のものを含む）

と　き　９月28日㈪～10月２日㈮
費　用　1,000円(建築士へ直接支払)
募集戸数　５戸
締　切　９月11日㈮まで
その他　 簡易耐震診断の所要時間は１～２時間です。ご

自宅の建築図面があると短時間で実施できます。

木造住宅の簡易耐震診断を受けませんか

申込・問合せ先　都市デザイン課（内1322・臼杵庁舎）

　臼杵市関係戦没者に対し市民が追悼の誠を捧げ、平
和への誓いを新たにするため、臼杵市戦没者追悼式を
行います。多くの市民の方々にご参列いただきますよ
うお願いします。事前の申し込みは必要ありません。
当日、会場までお越しください。
と　き　９月29日㈫　10:00～11:00
ところ　臼杵市中央公民館　大ホール
実施方法　 式典は、宗教的儀式を伴わない献花方式で

行います。

平成27年度臼杵市戦没者追悼式を行います

問合せ先　福祉課（内1182・臼杵庁舎）
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　平成27年１月１日現在、臼杵市に居住しており、所
得の申告をしていない方は、市・県民税の申告書の提
出が必要な場合があります。申告は、市・県民税だけで
なく国民健康保険税・介護保険料などの算定資料とな
るほか、公営住宅の申込み、福祉・年金・児童手当など
の受給手続きに必要な各種証明書を発行する際の資
料となる重要なものです。
　申告をしないと、所得証明書など各種証明書を発行
できない、国民健康保険税の軽減が受けられない場
合などがあります。申告が必要と思われる方には、税
務課から申告書を送っていますので、申告がまだの方
は、申告をお願いします。

　10月１日より、臼杵市内の発掘調査で出土した遺
物の一部を公開する施設、「臼杵市埋蔵文化財センター
（仮称）展示室」が一般公開されます。ぜひお立ち寄
りください。

　野津町商工会では今年もプレミアム商品券利用期
間に併せて、スタンプラリーを開催します。たくさんの
ご参加をお待ちしています。

実施期間　10月１日㈭～12月31日㈭
参加店舗　野津町内　40～50事業所
内　　容　 １回のお買い物500円以上につきスタン

プを１個押印。５個～10個、集めたスタン
プ数により、段階式に抽選します。

景　　品　
　・東京2泊3日ペア宿泊券 1本
　・大阪1泊2日ペア宿泊券 1本
　・旅行券（10,000円） 5本
　・商工会商品券（5,000円） 40本
　・商工会商品券（1,000円） 50本
※ 公募した40～50種類のイラストが、店舗ごとのス
タンプになっています
　スタンプのイラストも、ぜひお楽しみください

　今年７月に、静岡県西伊豆町において鳥獣による観
賞用植物への被害の防止を目的として設置された電
気柵による感電死傷事故が発生しました。
　臼杵市内にも電気柵は設置されていますが、いずれ
も安全対策が行われています。
　しかし、水に濡れた状態などで触れると思いがけな
い事故につながるかもしれませんので、電気柵には絶
対に触れないようにしましょう。

　障がい者の方が居宅において安全で自立した生活を送

るために必要な、風呂、トイレ、玄関、廊下、階段などの住宅

設備を改造する費用の一部を助成します。

対　象

　下記の手帳の交付を受けている方で、対象者の属する

世帯の生計中心者の前年所得金額が２００万円未満の方

（ただし、在宅高齢者住宅改造助成事業の対象者を除く）

　・身体障害者手帳 １、２級

　・療育手帳 Ａ１、Ａ２（またはＡ）

　・精神障害者保健福祉手帳 １級

対象工事限度額　60万円

個人負担割合

　生活保護世帯　なし　　　　その他の世帯　１／３

申請に必要なもの

　 改造工事見積書、見取り図（改造前・後）、改造箇所写真、

印鑑

申込締切　９月18日㈮

その他　　 介護保険などの住宅改修の給付がある場合

は、その額を除いた額となります。

野津町商工会スタンプラリー開催

障がいのある方の住宅改造費用を助成します電気柵には触れないようにしましょう 市・県民税の申告はお済みですか

臼杵市埋蔵文化財センター（仮称）
展示室の一般公開

問合せ先　野津町商工会　☎0974-32-2389

問合せ先　福祉課（内1179・臼杵庁舎）問合せ先　農林振興課（内180・野津庁舎） 問合せ先　税務課（内1117・臼杵庁舎）

問合せ先　臼杵市埋蔵文化財センター（仮称）　
☎0972-64－6444

猫の飼い主ができること 

○室内飼育をしましょう 
　 　屋内で飼育すれば、ご近所に迷惑をかけなくなるほか、交通事故や病気を防ぐこともでき、猫自身のために
もなります。ただし十分な運動はさせてあげましょう。 

○不妊・去勢手術をしましょう
　 　手術をすることで、次のような効果があるといわれて
います。  
　・メスの場合… 望まない妊娠の防止、発情期の異常な鳴

き声がなくなる  
　・オスの場合… 攻撃性が低下する、９割が尿スプレーを

やめる
　　　　　　　　メスを追いかけなくなるので家出が減る 
 

動物が好きな人ばかりではないことを知っておきましょう
　動物が嫌いでなくても、アレルギーなどで動物に近寄れない、触れられない人もいます。ご近所への配慮やコ
ミュニケーションを怠らないようにしましょう。

９月20日～26日は動物愛護週間です

問合せ先　中部保健所衛生課　☎0972-62-9171

開館時間 9:00～16:30

休館日 土曜日・日曜日・祝日

展示資料
臼杵市内から出土した縄文時代から室町
時代までの土器、陶磁器、石器など

入館料 無　料

所在地
旧中臼杵小学校
臼杵市大字吉小野4296番地

　臼杵市の医療を支える看護師の育成・確保を目的に、将

来市内の医療機関の業務に従事しようとする学生を対象

とした奨学資金制度です。

対　象
⑴ 本人または保護者が、申請時に臼杵市に住所を有し、将

来、臼杵市内の医療機関の業務に従事することを考え

ていること

⑵看護学校などに在学する者または入学が見込める者

⑶学業人物ともに優秀と認められる者

⑷経済的理由により、学資の支弁が困難な者

募集人員・奨学金の額
⑴ 募集人員　２名程度

⑵奨学金　　月額50,000円

⑶貸与期間　 平成27年10月から在学する看護学校など

の正規の最短修業期間まで

募集期間　９月１日㈫～25日㈮（消印有効）
※詳しくは、お問合せください

臼杵市看護学生奨学生の追加募集

申込・問合せ先　高齢者支援課（内1151・臼杵庁舎）

黒島遺跡出土瀬戸内型土錘
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　くらしの情報館への掲載依頼
は、市長室（内2115・臼杵庁舎）
までご連絡ください。
　４月号の締切　　３月３日㈪
　５月号の締切　　４月３日㈭

と
こ
ろ　

大
分
県
総
合
庁
舎
別
館

８
階
84
会
議
室

持
参
品　

現
物
と
発
見
届
出
済
証
・
登

録
手
数
料（
１
件
６
，３
０
０
円
）

※
詳
し
く
は
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問 

大
分
県
教
育
庁
文
化
課

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
４
９
３

屋
外
広
告
物
適
正
化 

旬
間
の
お
知
ら
せ

　

９
月
１
日
㈫
か
ら
10
日
㈭
ま
で
は
屋

外
広
告
物
適
正
化
旬
間
で
す
。
県
で
は
、

広
告
物
設
置
に
対
す
る
意
識
啓
発
を
図

る
た
め
、期
間
中
、違
反
広
告
物
の
是
正

指
導
や
簡
易
除
却
を
行
い
ま
す
。

問 

臼
杵
土
木
事
務
所　

管
理
・
保
全
課

☎
０
９
７
２
‐
63
‐
４
１
３
６

う
す
き
竹
宵 

第
45
回
書
道
展
作
品
募
集

展
示
期
間　

10
月
31
日
㈯
〜11

月
８
日
㈰

展
示
場
所　

臼
杵
市
観
光
交
流
プ
ラ
ザ

２
Ｆ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

そ
の
他　

応
募
期
限
な
ど
詳
し
く
は
、事

務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
募
集
規

定
を
お
送
り
し
ま
す
。

問 

臼
杵
市
書
道
協
会
事
務
局　

後
藤

☎
０
９
０
‐
５
４
８
３
‐
３
１
１
１

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」 

お
手
紙
募
集

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
‐
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
放
送
予

定
、火
野
正
平
の「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ

ろ
旅（
２
０
１
５
秋
の
旅
）」

　

９
月
21
日
に
徳
島
県
を
ス
タ
ー
ト
。

　くらしの情報館への掲載依頼
は、市長室（内2115・臼杵庁舎）ま
でご連絡ください。
10月号の締切　８月31日㈪
11月号の締切　10月２日㈮
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時

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
１
０
１
会
議
室

内　

容　

遺
言
の
作
成
、任
意
後
見
契

約
、金
銭
貸
借
、賃
貸
借
、離
婚
に
伴
う
養

育
費
の
支
払
い
な
ど 

※
予
約
で
き
ま
す

問 

大
分
公
証
人
合
同
役
場

☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
０
８
８
８

女
性
に
対
す
る
問
題（
暴
力
な
ど
）

相
談
窓
口

問 

同
和
人
権
対
策
課

（
内
１
６
１
２
・
臼
杵
庁
舎
）

市
税
な
ど
の
納
税
相
談

　

税
金
は
、納
期
内
に
納
め
て
い
た
だ
く

の
が
原
則
で
す
が
、事
情
が
あ
っ
て
ど
う

し
て
も
納
期
限
ま
で
に
納
税
で
き
な
い

場
合
に
は
、事
前
に
税
務
課
収
納
グ
ル
ー

プ
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、９
月

の
夜
間
相
談
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

と　

き　

９
月
28
日
㈪
〜
30
日
㈬

８
時
30
分
〜
20
時

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
１
階
税
務
課
９
番

窓
口

問 

税
務
課（
内
１
１
１
１
・
臼
杵
庁
舎
）

相　

談

市
役
所
の
相
談
窓
口

○
臼
杵
地
域
相
談
会

と　

き　

９
月
17
日
㈭10

時
〜
14
時
30
分

・
月
例
行
政
相
談

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
１
０
１
会
議
室

・
登
記
相
談（
要
予
約
）

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
１
０
２
会
議
室

・
人
権
相
談

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
１
０
３
会
議
室

○
野
津
地
域
月
例
行
政
・
人
権
相
談

と　

き　

９
月
18
日
㈮
９
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

野
津
中
央
公
民
館農

事
研
修
室

○
大
分
県
司
法
書
士
会
法
律
相
談

と　

き　

９
月
14
日
㈪
13
時
〜
16
時

（
30
分
程
度
）※
要
予
約

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
１
０
１
会
議
室

○
大
分
県
行
政
書
士
会
相
談

　

遺
言
、相
続
に
関
す
る
書
類
の
作
成
、

農
地
転
用
、官
公
署
へ
の
許
認
可
申
請
、

生
活
の
中
で
の
困
り
ご
と
な
ど

と　

き　

９
月
７
日
㈪
13
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

臼
杵
庁
舎
１
０
１
会
議
室

問 

大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

○
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
窓
口

　

悪
質
商
法
、ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
、多
重

債
務
な
ど
の
お
悩
み
は
消
費
生
活
相
談

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
無
料
、秘

密
厳
守

相
談
電
話
☎
０
９
７
２
‐
63
‐
８
９
５
３

献
血
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

献
血
で
た
く
さ
ん
の
命
が
救
わ
れ
ま

す
。
定
期
的
な
献
血
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

と　

き　

９
月
８
日
㈫

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

野
津
庁
舎　

正
面
玄
関
入
口

そ
の
他　

献
血
は
県
内
を
回
る
献
血
バ

ス
ま
た
は
最
寄
り
の
献
血
ル
ー
ム
で
受

付
け
て
い
ま
す
。

問 

市
民
生
活
推
進
課

（
内
１
３
３
・
野
津
庁
舎
）

９
月
１
日
〜
７
日
は 

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
ウ
ィ
ー
ク

　

大
分
県
で
は
９
月
１
日
㈫
〜
７
日
㈪

に
、県
民
一
人
ひ
と
り
が
参
加
す
る
地
球

温
暖
化
対
策
と
し
て「
ス
ト
ッ
プ
地
球

温
暖
化 

大
分
県
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
ウ
ィ
ー

ク
」を
実
施
し
ま
す
。 

※ 

詳
し
く
は
、大
分
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

問 

大
分
県
地
球
環
境
対
策
課

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
０
３
４

個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方

の
記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存

　

個
人
の
白
色
申
告
の
方
で
事
業
や
不

動
産
貸
付
な
ど
を
行
う
全
て
の
方（
所

得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申

告
が
必
要
で
な
い
方
も
、記
帳
・
帳
簿
な

ど
の
保
存
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。）

は
、記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
必
要

で
す
。 お

知
ら
せ

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る

方
の
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
に
つ
い
て
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、税
務
署
が

実
施
す
る「
記
帳
説
明
会
」な
ど
に
つ
い

て
は
、最
寄
り
の
税
務
署
の
所
得
税
担

当
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問 

臼
杵
税
務
署

☎
０
９
７
２
‐
63
‐
８
５
２
２

※
自
動
音
声
案
内

「
領
収
書
」な
ど
に
係
る
印
紙
税
の 

非
課
税
範
囲
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す

　
「
金
銭
ま
た
は
有
価
証
券
の
受
取
書
」

に
つ
い
て
は
、記
載
さ
れ
た
受
取
金
額

が
３
万
円
未
満
の
も
の
が
非
課
税
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、平
成
26
年
４
月
１

日
以
降
に
作
成
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、受
取
金
額
が
５
万
円
未
満
の
も
の

に
つ
い
て
非
課
税
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、最
寄
り
の
税
務
署
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問 

臼
杵
税
務
署

☎
０
９
７
２
‐
63
‐
８
５
２
２

※
自
動
音
声
案
内

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
架
空
請
求

　
「
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
で
無
料
だ
と
思
っ

て
ク
リ
ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
、い
き
な
り

料
金
の
請
求
画
面
が
出
た
」　

ど
う
し

た
ら
よ
い
か
。
な
ど
の
相
談
が
、多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

架
空
請
求
に
は
、「
あ
わ
て
て
支
払
わ

な
い
」、「
業
者
に
連
絡
し
な
い
」こ
と
が

大
切
で
す
。 

問 

臼
杵
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
民
課
内
）☎
０
９
７
２
‐
63
‐
８
９
５
３

「
求
職
者
支
援
制
度
」を
利
用 

し
て
の
職
業
訓
練
で
早
期
就
職

求
職
者
支
援
制
度

①「
求
職
者
支
援
訓
練
」ま
た
は「
公
共

職
業
訓
練
」を
受
講
で
き
ま
す
。（
原
則

と
し
て
、受
講
料
は
無
料
、テ
キ
ス
ト
代

な
ど
は
自
己
負
担
で
す
）

②
訓
練
期
間
中
お
よ
び
訓
練
修
了
後

も
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
積
極
的
な
就
労
支

援
を
行
い
ま
す
。

③
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に「
職
業
訓

練
受
講
給
付
金
」を
支
給
し
ま
す
。（
訓

練
期
間
中
、安
心
し
て
訓
練
を
受
け
て

い
た
だ
く
た
め
の
給
付
で
す
）

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
伯

☎
０
９
７
２
‐
24
‐
８
６
０
９

優
良
運
輸
事
業
者
の 

積
極
的
な
活
用

　

国
や
関
係
事
業
者
団
体
で
は
、「
安
全

確
保
・
環
境
保
全
」に
対
す
る
意
識
を
高

め
る
た
め
に
、安
全
面
や
環
境
面
で
優
良

な
運
輸
事
業
者
な
ど
を
認
定
・
認
証
す
る

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問 

九
州
運
輸
局

☎
０
９
２
‐
４
７
２
‐
２
３
３
３

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

　

銃
砲
刀
剣
類
証
明
証
が
つ
い
て
い
な

い
古
式
銃
砲
や
刀
剣
類
を
お
持
ち
の
方

は
、必
ず
登
録
審
査
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

と　

き　

９
月
９
日
㈬
13
時
〜
17
時

香
川
、岡
山
、広
島
と
瀬
戸
内
を
西
下
、九

州
を
経
て
沖
縄
県
を
目
指
し
ま
す
。
番

組
で
は
、皆
さ
ん
か
ら
の
お
手
紙
で
旅
の

ル
ー
ト
を
決
定
す
る
た
め
、市
内
の「
忘
れ

ら
れ
な
い
場

所
・
風
景
」に

ま
つ
わ
る
手

紙
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

・
大
分
県
の
放
送
予
定　11

月
９
㈪
〜
13
日
㈮

・
応
募
期
限　

10
月
５
日
㈪
必
着

・ 

応
募
内
容　

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、性

別
、年
齢
、思
い
出
の
場
所
・
風
景
に
ま
つ

わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

・ 

応
募
方
法　

番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

w
w
w
.nhk.o

r.jp/ko
ko
ro
tabi/　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

03
‐
３
４
６
５
‐
１
３
２
７

郵
送　

〒
１
５
０
‐
８
０
０
１　

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
こ
こ
ろ
旅
」係

問 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
‐
０
６
６
‐
０
６
６

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

と　

き　

11
月
22
日
㈰

10
時
、14
時（
大
分
大
学
の
み
）

と
こ
ろ　

大
分
大
学（
午
前
）甲
種
・
乙
種

（
４
類
以
外
の
全
て
）・
丙
種
、（
午
後
）乙

種
第
４
類
の
み

そ
の
他
６
会
場（
午
前
）甲
種
・
乙
種（
全

類
）・
丙
種

受　

付　

電
子
申
請:

９
月
21
日
㈪
〜

10
月
５
日
㈪

臼杵市役所
臼杵庁舎　0972-63-1111
野津庁舎　0974-32-2220
※ 執務時間内に野津庁舎におかけいただいた電話は、
市内通話料金で関係課につながります。
問 総務課（内2139・臼杵庁舎）　

☎

6

募　

集

講
習
会
・
試
験
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７
月
11
日
㈯
に
行
わ
れ
た
の
は「
う

す
き
深
江
の
七
夕
音
楽
祭
」。
過
疎
化

が
進
み
、夏
祭
り
も
な
く
な
っ
た
深
江

地
区
を
盛
り
上
げ
た
い
、ま
た
、生
の
音

楽
に
触
れ
合
う
こ
と
で
音
楽
の
楽
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、と
い
う
想

い
で
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
当
日
は

生
憎
の
雨
天
に
も
関
わ
ら
ず
、た
く
さ

ん
の
方
が
訪
れ
、立
命
館
ア
ジ
ア
太
平

洋
大
学
のM

U
S
Y
 T
O
N
E

に
よ
る
合

唱
と
、U

S
U
K
I D
A
ILY
 B
R
A
S
S

に

よ
る
吹
奏
楽
の
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
み
ま

し
た
。
当
地
区
で
の
お
楽
し
み
は
何
と

言
っ
て
も
美
味
し
い
海
の
幸
。
両
イ
ベ

ン
ト
で
も
名
物
の
太
刀
巻
き
や
新
鮮
な

魚
介
類
が
盛
り
沢
山
で
し
た
。

　

決
し
て
交
通
の
便
が
良
い
と
は
言
え

な
い
当
地
区
で
す
が
、地
区
の
特
色
を

生
か
し
た
催
し
に
は
市
内
外
か
ら
た
く

さ
ん
の
人
が
訪
れ
、賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、色
ん
な
地

区
の
催
し
に
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進
局

（
内
２
３
０
２
・
臼
杵
庁
舎
）

上
浦
・
深
江
振
興
協
議
会
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す

　

平
成
25
年
５
月
に
発
足
し
た
上
浦
・

深
江
振
興
協
議
会
。
海
に
面
す
る
当
地

区
な
ら
で
は
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
５
月
31
日
㈰
に
行
わ
れ

た
の
は
今
年
で
７
回
目
の「
大
漁
ま
つ

り
」。
年
々
参
加
者
が
増
え
、今
で
は
約

７
０
０
名
も
の
方
々
が
参
加
す
る
一
大

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
一
緒
に
頑
張
っ
た
地
引

網
で
は
、捕
れ
た
魚
が
刺
身
や
焼
き
魚

に
な
り
、参
加
者
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
魚
の
解
体
シ
ョ
ー
も
あ
り
、

大
き
な
ブ
リ
が
あ
っ
と
い
う
間
に
お
刺

身
に
！
地
元
漁
師
さ
ん
の
華
麗
な
手
さ

ば
き
は
さ
す
が
の
一
言
で
し
た
。

№73

うすきあるきＭＡＰ⑧うすきミワリーガイド

うすきあるきＭＡＰ⑥古地図であるく臼杵のまち

９月20日㈰10:00スタート（約２時間程度：要予約）

ところ　臼杵市観光交流プラザ　スタート/ゴール
参加料　500円（臼杵市歴史資料館入館料を含む）
問 臼杵市観光交流プラザ　☎0972-63-1715

９月５日㈯10:00スタート（約２時間程度：要予約）

書
面
申
請:

９
月
24
日
㈭
〜
10
月
８
日
㈭

提
出
先　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
大
分
県
支
部

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
０
４
２
７ 

問 

臼
杵
市
消
防
本
部
予
防
課

☎
０
９
７
２
‐
62
‐
２
３
０
３

平
成
27
年
度
後
期 

技
能
検
定
試
験

職　

種　

特
級（
機
械
加
工
、放
電
加
工
な

ど
17
職
種
）

１
・
２
級（
鍛
造
、金
属
ば
ね
製
造
な
ど
28
職

種
36
作
業
）

単
一
等
級（
製
麺
、バ
ル
コ
ニ
ー
施
工
な
ど
３

職
種
３
作
業
）

３
級（
機
械
加
工
、機
械
検
査
な
ど
10
職
種

10
作
業
）※
全
て
予
定

申　

込　

10
月
５
日
㈪
〜
16
日
㈮

　

申
請
書
は
、産
業
観
光
課（
臼
杵
庁
舎
）、

商
工
会
議
所
、商
工
会
な
ど
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

問 

大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会
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問合せ先　市民生活推進課（内212・野津庁舎）

吉四六さん村の農泊日記
　７月12日～８月2日に行われた石仏の里・蓮まつり。蓮の花が開く早朝に合わせてライブや蓮

はすがゆ

粥のふるま
いなどが行われるおまつりです。早朝の開催のため、これまでは遠方からの参加は厳しいのでは…と言われ
ていました。
　そこで昨年より実施させていただいているのが「蓮まつり×農村民泊」のコラボ企画。蓮まつり前日に農
村民泊に滞在していただき、翌朝は蓮まつり会場へ。今年は９組17名の皆さんからお申込みがありました。
半数以上は福岡からのお客さま。新聞やパンフレットを見て、とても楽しみにされていたとのことです♪
　この企画の特徴は蓮畑で蓮を見て楽しむだけではなく、前日の農村民泊で蓮の葉っぱを使ったスペシャル
料理を楽しめるというところ。蓮の葉っぱに地元の食材を包んで、蒸しあげるのです。蒸しあがった後に葉っ
ぱを開いた時の香りは何ともいえない良い香り！食材の旨みが蓮の葉っぱによってよりぎゅーっと詰まって
いる感じ。
　蓮を見て心癒され、蓮料理でお腹も満たされる。蓮を五感で感じることのできるコラボ企画となりました。

コラボ企画「蓮まつり×農村民泊」

Vol.23 

材料 4人分 作り方
豚もも肉 ………………………………… 160g
キムチ …………………………………… 100g
にんじん ………………………………… 1/4本
玉ねぎ …………………………………… 1/2個
にら ……………………………………… 1/2束
もやし …………………………………… 1/4袋
にんにく ………………………………… 1かけ
しょうが ………………………………… 1かけ
塩 ……………………………………… 2つまみ
油 …………………………………… 小さじ1/2
酒 ……………………………… 大さじ1/2
濃口しょうゆ …………………… 小さじ1弱
白みそ ………………………… 大さじ1/2

① にんじんは短冊切り、玉ねぎは薄くスライス、にらは３㎝

長さに切る。もやしはざく切り、にんにく、しょうがは粗み

じんに切る。調味料Ａはボウルなどに合わせておく。

② フライパンに油をしき、火をつけにんにくしょうがを炒め

る。

③ 香りが出たら豚肉、玉ねぎ、にんじん、もやしの順に炒め

る。

④ 汁気をきったキムチを加え、にらを入れ混ぜ合わせ、調

味料Ａを入れ、味をみて塩を加える。

⑤器に盛る。

豚キムチ

★管理栄養士のおすすめポイント
　キムチは使うものによって塩加減が違うので最後に加える塩は味をみて入れるとよいです。まだまだ暑く、食欲がない時でも、
キムチの味付けで食欲をそそります。またご飯に混ぜてキムチごはんとして食べても美味しいです。その時は具材を少し小さ
めに切るとよいです。

問合せ先　野津学校給食センター　☎0974-32-2253

＊ 材料、分量、作り方は、実際の学校給食レシピをもとに、家庭
用にアレンジしています

A
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陶
すや ま

山　実
みの り

莉ちゃん
（16日・江無田）
（竜嗣・晶子）

赤
あかみね

峰　璃
り く

空くん
（24日・赤峰）
（浩二）

佐
さ よ

世　依
い お な

愛菜ちゃん
（24日・塩田）

藤
ふじ た

田　陸
りく と

人くん
（22日・福良）
（悠城・麻弥）

竹
たけうち

内　喜
よしのり

宣くん
（16日・畳屋町）
（智則）

平
ひらやま

山　雄
ゆう た

大くん
（21日・篠迫住宅）
（祥幹・葉子）

宮
みやざき

﨑　琴
こと は

羽ちゃん
（25日・田篠川）
（隆也・亜希）

德
とくみつ

光　壱
いち と

翔くん
（25日・中津浦）
（賢一・有佳）

髙
たか き

木　里
り ほ

穂ちゃん
（30日・江無田）
（耕輔・秀美）

安
あんどう

東　愛
あい み

望ちゃん
（30日・家野）
（慎二・美樹）

うすき空手道スポーツ少年団全国大会で活躍

歯と口の健康図画ポスターコンクールで入賞

　第41回全国空手道選手権大会 が８月

１日～２日、別府市で開催されました。う

すき空手道スポーツ少年団から６名の選

手が参加。２名が決勝トーナメントへ進出

し、足立龍哉さん（西中３年）が「中３年男

子個人組手の部」で５位入賞。野中ななみ

さん（市浜小４年）が「小４年女子個人組手

の部」で５位入賞し、優秀選手賞に輝きまし

た。

　第55回歯と口の健康図画ポスターコンクールで、戸髙心咲さん（野津幼稚

園）の作品が大分合同新聞

社長賞を受賞。河村菜津美

さん（野津幼稚園）の作品が

入選をしました。図画ポス

ターの部では県内から402

点の応募がありました。

子育て支援「あのね」
開館日時　月～土8:00～13:00
ところ　福祉センターすみれ館 

☎0972-63-7343
下記の活動は10:00～13:00
対　象　０歳児～
★英語で遊ぼうＡＢＣ（専）
と　き　９月１日㈫
★できるかな(０歳～造形遊び）
と　き　９月２日㈬
★「ママ友」と「キッズ」と「ベビー」の遊びクラブ
と　き　９月４日㈮
★パン作り教室
と　き　９月５日㈯
☆子育てヘルプ（専）
と　き　９月８日㈫
★ためしてみよう（０歳～体育遊び）
と　き　９月９日㈬

よいこのへや
開館日時　月～金　９:00～16:00
※毎月第１火曜日は11：00～16：00
※時間表示のない催し10:30～11:30
ところ　港町本通り７組

☎０９７２-83-４４１５
☆ピアノとうたお♪
と　き　９月７日㈪11:00～11:40
☆絵本の読み語り
と　き　９月10日㈭
★ベビーマッサージ
と　き　９月14日㈪
☆うごいてあそぼ！
と　き　９月25日㈮
ところ　臼杵市営柔剣道場

子育て支援センター 童
開館日時　月～金　10:00～16:00
　　　　　土曜日　10:00～15:00
ところ　鹿嶋事務所

☎0974-32-3070
☆英語であそぼう
と　き　９月８日㈫10:30～11:30
☆ハンドベルの体験をしよう！
と　き　９月12日㈯10:00～12:00
★グラスブーケを作ろう
と　き　９月15日㈫10:00～11:30
締　切　９月10日㈭まで
定　員　６組まで
持ち物　花はさみ 材料費　1,000円
★みんなで子育て！ 
と　き　９月29日㈫10:30～14:00
※専任講師　臨床心理士の先生を迎え
ています
※個別相談の方は要予約

英語で遊ぼう！！
高野(昼間)　☎０９０-６８９４-９１０７　
簡単なあいさつやおどりなどをします。
と　き　９月14日㈪10:30～11:30
ところ　臼杵市中央公民館和室
対　象　 １歳～６歳の未就学児と保護者
参加費　１組300円

リズムのお部屋
前田　☎0972-62-2847
童謡、わらべ歌、表現遊び、紙芝居
９月の歌は「お月さま」「アイアイ」ほか
と　き　９月16日㈬10:00～11:00
ところ　八町大路カニ醤油「自由空
間」(ケーブルテレビ前)
対　象　乳幼児と保護者※自由参加

キッズ体操教室
臼杵市中央公民館☎0972-63-6444
基礎体力・運動能力をアップしながら
みんなで体操を楽しみませんか？
９月は２日と16日に開催します！
と　き　９月２日㈬15:45～
ところ　ほっと館多目的ホール
と　き　９月16日㈬16:00～
ところ　臼杵市中央公民館中会議室
対　象　３歳～小学生
参加費　１回500円

子育てサロン「この指とまれ」
主任児童委員 山本☎0972-67-2553
と　き　９月18日㈮10:00～11:30
ところ　臼杵市中央公民館和室
内　容　「たのしいうんどうかい」をしよう
対　象　０歳児～未就園児※自由参加

野津中央公民館事業
乳幼児期家庭教育学級 スキップ
野津中央公民館　☎0974-32-2270
と　き　９月16日㈬10:00～11:30
ところ　野津中央公民館婦人研修室
内　容　絵本の読み聞かせ会
対　象　未就園児と保護者
※今回は「ぴよぴよ読み聞かせ会」と
合同で行います

天使組
カトリック臼杵幼稚園☎０９７２-62-３０６５
ところ　カトリック臼杵幼稚園
対　象　未就園児と保護者
○第６回天使組（9:00～自由登園）
と　き　９月29日㈫10:00～11:30
内　容　つくってあそぼう！
※毎週火曜日９時～16時は園庭を開
放

　初めての誕生日を記念して、市報に写真を
載せてみませんか。
対　　象　市内に住む10月に１歳を迎える
お子さん
応募方法　必要事項に写真を添えて９月８日
㈫までに市長室へ
必要事項　お子さんの氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、行政区（住所）、保護者氏名、連絡先
（電話番号、FAX、E-mail）
申込･問合せ先　市長室（内2115･臼杵庁舎）

★楽しく遊ぼうリトミック（専）
と　き　９月10日㈭
★生き生き知能開発学習保育（専）
と　き　９月11日㈮
★作ってみよう　おばあちゃんの味
と　き　９月12日㈯
☆ワンポイントアドバイス
と　き　９月14日㈪
★「ハッピー里ちゃん」の読み聞かせ
と　き　９月18日㈮
★みんなで作ろうクッキング
と　き　９月19日㈯
★オープン保育
と　き　９月24日㈭
★「心ふれあうゆかいなひととき」・・・レク
と　き　９月24日㈭
★ママのための簡単一品料理
と　き　９月24日㈭
★産後ママとベビーダンス（専）
と　き　９月29日㈫

ウスキッズ
開館日時　月～金　９:00～15:00
ところ　海辺保育園☎0972-62-3464
※ 月～金曜日の行事のない日時はプレ
イデーとして開館
※時間表示のない催しは10:30～12:00
★絵の具を使ってみよう（わくわくキッズ工房）
と　き　９月２日㈬・３日㈭
　　　　10:30～11:00※限定10組
☆身体計測（ふわふわっ　０歳児対象）
と　き　９月２日㈬
ところ　大浜老人憩いの家
☆馬油でベビーマッサージ（ふわふわっ０歳児対象）
と　き　９月９日㈬
ところ　大浜老人憩いの家
※バスタオル持参
☆虫とりに行こう！（とことこっ １～２歳児対象）
と　き　９月14日㈪10:30～11:30
☆赤ちゃんとママのリトミック
と　き　９月16日㈬
ところ　大浜老人憩いの家
※保護者の方も動きやすい服装でお越
しください
☆祝！満１歳のたん生会（ふわふわっ ０歳児対象）
と　き　９月30日㈬
ところ　大浜老人憩いの家

うすきの元気な
子どもたち

うすきっこ
U S U K I K K O

な
HAPPY
1st.
BIRTHDAY

 9月生まれ

足立龍哉 さん、野中ななみさん（左から）

戸髙心咲さん、河村菜津美さん
（左から）

予　約　★は要予約。　☆は予約不要です。
対　象　未就学児(保護者同伴)
※予約はお問合せください。
※(専)は専門講師の行事
○行事のない日について
　開館日は行事のない日でも、気軽に立寄
れます。子育てに関する相談や自主サーク
ルの育成も行っています。 

新臼杵市施行10周年記念事業
スイスから可愛い子どもたちのジャズバンド

「スイング・キッズ」が臼杵にやってくる!
と　き　10月５日㈪　18:30～20:30（開場18：00）
ところ　臼杵市民会館大ホール　　入場料　1,000円
○東中吹奏楽部、津久見樫の実少年少女合唱団も共演します。

○ スイスの子どもたちの２泊３日ホー

ムステイ先を募集中。

　締切９月15日㈫

　 応募多数の場合は早めに締切らせて

いただきます。

詳しくは実行委員会までお問合せくだ

さい。

問合せ先　スイングキッズ2015日本ツアー・臼杵実行委員会　
奥田　☎090-5725-6187
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般若姫行列 参加者募集
　今年も般若姫行列の参加者を募集します。伝説上の人物になりきって「うすき竹宵」に参加してみません
か？

募集役・定員・対象

 般若姫 １名 高校生以上

 玉絵姫（般若姫の娘） １名 小学１～２年生

 玉津姫（般若姫の母） １名 20～50歳

 真名長者（般若姫の父） １名 20～50歳

 勅使 １名 高校生以上の男性

 侍女 10名程度 小学５～６年の女子

 護衛 ８名程度 小学５～６年の男子

＊ 臼杵市在住で、リハーサル（10月31日㈯）とうすき竹宵（11月７日㈯・８日㈰）の３日間すべてに参加できる

こと。玉絵姫と侍女は髪が肩まである方が望ましい

申込方法　 住所、氏名、年齢、学校名と学年、電話番号、身長、希望役を記入した用紙に写真（顔正面アップ、全身
を各１枚）を添えて、直接または郵便で９月25日㈮（消印有効）までに産業観光課（〒875－8501

臼杵市大字臼杵72番１）へ
（注意）希望役は１役まで

問合せ先　うすき竹宵実行委員会事務局（産業観光課内）（内1264・臼杵庁舎）

市内の中学生たちが九州大会・全国大会に出場

学童軟式野球九州大会へ出場

臼杵高生が全国大会に出場

小学生陸上全国大会へ出場

　九州中学校体育大会に出場する柔道女子の遠藤来未さん（東中３年)（全国中学校柔道大会にも出場）、陸上競技

の髙野七海さん（西中２年）、女子バドミントン個人の草野真央さん・佐世彩香さんペア（西中２年）、女子ソフトテニス

個人の川野ななかさん・小橋蘭夢さんペア（野津中２年）、女子ソフトテニス個人の野尻萌果さん・河野涼夏さんペア

（野津中３年）、女子ソフトテニス団体の野津中学校、女子バドミントン団体の西中学校、女子ソフトボール団体の野津

中学校が７月29日、臼杵庁舎を訪れ、中野市長へ出場報告を行いました。

　佐賀県で開催される第28回九州学童軟式野球大会に出場

する市浜戸室スポーツ少年団の皆さんが、８月６日、臼杵庁舎

を訪れ、中野市長に出場報告を行いました。７月に国東市で

開催された全国スポーツ少年団学童軟式野球交流大分県大

会で３位入賞し、九州大会への出場権を獲得しました。

　なお、８月15日に開催された九州大会では、順調に勝ち進

んだものの、準々決勝で惜敗し、ベスト４入りは逃しました。

　平成27年度全国高等学校総合文化祭に出場する筝曲部の皆さ

ん、囲碁部の堤由布香さん、放送部の蓑田桃花さん、吟詠剣詩舞の

山口鈴華さん、平成27年度全国高等学校総合体育大会（インター

ハイ）に出場するソフトテニス部の川村茉由さん、石坂夏美さん、少

林寺拳法の藤丸沙加さん、ＮＨＫ杯全国高校放送コンテストに出場

する放送部の皆さん、九州選抜として全国高等学校合同チームラ

グビーフットボール大会に出場するラグビー部の渡邉元太さん、増

井茜さん、増井葵さんが臼杵庁舎を訪れ、中野市長へ出場報告をし

ました。

　神奈川県で開催される第31回全国小学生陸上競技交流大会

に出場する６年女子100ｍの菅本爽帆さん（市浜小６年）、５・６

年女子走り幅跳びの陶山みずきさん（佐志生小６年）、５・６年男

子ソフトボール投の三重野凌空くん（松岡小６年）が８月３日、

臼杵庁舎を訪れ、中野市長へ出場報告をしました。

　３名は臼杵ジュニア陸上クラブに所属し、６月に大分市で開

催された大分県小学生リレーカーニバルで出場権を獲得しま

した。

菅本爽帆さん、陶山みずきさん、三重野凌空くん（中央左から）

全国中学校柔道大会に出場する遠藤来未さん

　今年度も、子どもから大人まで広く市民の皆さんから読書感想文とエッセイを募集します。読書感想文部門の野上弥生
子作品の部は、市外の方も応募できます。エッセイ部門は臼杵に関わることを何でも気の向くままにつづってください。また、
今年は「野上弥生子生誕130周年」の記念の年です。たくさんのご応募をお待ちしています。

平成27年度
うすき市民読書感想文・エッセイコンクール作品募集

応募期間　９月１日㈫～10月31日㈯

読書感想文部門 エッセイ部門

テーマなど ① 自由図書の部
② 野上弥生子作品の部

わたしと臼杵

応募資格 臼杵市在住または通勤・通学する方（野上弥生
子作品の部は市外の方も可）

臼杵市民または臼杵にゆかりのある方で高校生
以上の方

字　　数 原稿用紙（400字詰め）５枚以内
（パソコン、ワープロの使用可）

原稿用紙（400字詰め）３枚以内
（パソコン、ワープロの使用可）

各　　賞

1）臼杵市長賞　　　　1点
2）臼杵市議会議長賞　1点
3）臼杵市教育長賞　　1点
4）野上弥生子賞　　　1点
5）優秀賞　　　　　　5点程度
6）佳作　　　　　　　8点程度

1）臼杵市長賞　　　　1点
2）臼杵市議会議長賞　1点
3）臼杵市教育長賞　　1点
4）優秀賞　　　　　　5点程度

応募方法

応募票を添付し、直接または郵送で臼杵市立臼杵図書館、野津分館（野津中央公民館内）、臼杵中央
公民館、学校教育課へ。
　※市内の小・中学生、高校生は学校を通して募集します
　※作品は返却しませんのでご注意ください

問合せ先　臼杵図書館　☎0972-62-3405
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広報うすきは環境に配慮した紙・インク・印刷方法で作成しています。

ひとのうごき
（8月１日現在/推計人口）

●人　口 38,828人（－28人）

・男　性 18,287人（－23人）

・女　性 20,541人（－５人）

・出生　18人　　・死亡　 　43人

・転入　75人　・転出　　　78人 

●世帯数 15,364戸（＋５戸）

※平成22年国勢調査結果をもとにしています。
　 なお、増減に関しては住民基本台帳を基に作成
しています。

今月の表紙
　「ほっとさん」が臼杵市観光PR電車に乗
りこみ、臼杵市を宣伝しました。この電車
は、10月13日㈫まで日豊本線・中津～佐
伯区間を１日約４往復します。

火災・救急発生状況
(7月１日～31日)

火災件数 建物 林野 その他 計

7月中 0 0 0 0

本年累計 4 3 5 12

救急件数 急病 交通 その他 計

7月中 93 13 71 177

本年累計 637 55 474 1166

交通事故発生状況
(7月１日～31日)

交通事故 件数 死者 傷者

7月中 7 1 11

本年累計 63 1 81

◎香典返し
・中村　　　　　　丹生　信三様（故　忍様） 海辺保育園へ
・上塩田　　　　　足立　弘様（故　敏雄様） 上塩田区へ
・掻懐西小路組　　藤丸　直行様（故　進様） 臼杵南小学校へ

愛のおくりもの

平成26年度　人権標語 優秀賞
　　手と手と手　みんなでつないで　笑顔の輪（臼杵小学校　小野 柚香さん）
　　認め合う　つながるための　キーワード（臼杵高校　板井 沙綾さん）

デジタル122(HD) 第２うすき市民チャンネル

問合せ先　臼杵市ケーブルネットワークセンター　☎0972-64-7000

多チャンネルプラン キャンペーン実施中！

今なら
セットトップボックス（STB）の

基本設置工事費用

6,480円が、（税込）

多チャンネル用チューナー

●別途、出張費（1,080円〈税込〉）が必要です。
※ケーブルテレビ新規加入者、機種変更の方は除きます。
※ご家庭の配線状況により、別途工事費用がかかる場合が
　あります。

STBを使えば、リ
モコンひとつで地

上波、BS、CSを

見ることができま
す

セットトップボックス（STB）
多チャンネル用チューナー

※写真はイメージです

基本12ch + BS9ch + CS29ch 基本1,540円〈税込〉＋ベーシック1,720円〈税込〉

日テレG+ Ｊ-Sports 3Ｊ-Sports 1 Ｊ-Sports 2 ゴルフネットワーク 歌謡ポップスチャンネル 
スペースシャワーTV アニマックス キッズステーション ザ・シネマ ムービープラス Super! Drama TV
AXN 日本映画専門チャンネル 時代劇専門チャンネル ファミリー劇場 女性チャンネル♪LaLaTV チャンネル銀河

フジテレビONE フジテレビTWOTBSチャンネル1 日テレプラス
チャンネル700 TBSニュースバード 日テレNEWS24

釣りビジョン 囲碁・将棋チャンネル
SHOPチャンネル QVC

3,260円/月（税込）ベーシック50ch

基本12ch + BS9ch + CS43ch

GAORA SPORTS HD スカイ・A Sports＋ HD IMAGICA BS AXNミステリー チャンネルNECO ホームドラマチャンネル
テレ朝チャンネル1 テレ朝日チャンネル2 KBS World ヒストリーチャンネル MONDO ＴＶ 旅チャンネル 
エンタメ～テレ☆シネドラバラエティー 大人の趣味と生活向上アクトオンTV

4,240円/月（税込）ベーシックプラス64ch

+860円/月で9ch追加！

+860円/月で29ch追加！

+980円/月で14ch追加！

(集合住宅1,020円/月〈税込〉)

NHK総合
 

NHK教育
 

OBS大分放送
 

TOSテレビ大分
 

OAB大分朝日放送 FBS福岡放送 TVQ九州放送 

TNCテレビ西日本
 

うすき市民チャンネル
 

文字放送 第2市民チャンネル お天気チャンネル

1,540円/月（税込）基本契約12ch

2,400円/月（税込）BSベーシック21ch
基本12ch + BS9ch NHK BS1 NHK BSプレミアム BS日テレ BS朝日 BS-TBS

BSジャパン BSフジ BS11(BSイレブン) BS12(TwellV)

※BSベーシック、ベーシック、ベーシックプラスをご視聴いただくにはお申込みが必要です。また、テレビ1台毎1台、ケーブルテレビ用チューナ（STB）が必要です。

このプランの視聴にはＳＴＢが必要です。

このプランの視聴にはＳＴＢが必要です。

このプランの視聴にはＳＴＢが必要です。

基本1,540円〈税込〉＋BSベーシック860円〈税込〉

基本1,540円〈税込〉＋ベーシックプラス2,700円〈税込〉

U-netでは市民の皆さんからの
情報をお持ちしています！

◆ 番組内容の更なる充実を図るために以下の情報提
供をお待ちしています。

・ 昔の臼杵の写真（例・昔の商店街や学校の写真など臼杵
の方が見て懐かしめるもの）
・ スポーツや趣味、仕事など何かに夢中になっている人
・仲の良いおしどり夫婦
　皆さんの声が届く地域に密着した番組制作をするため
にご協力をお願いします！

【平成27年臼杵市議会９月定例会】

放　送 ９月14日㈪～17日㈭
  9：00～、18：00～
再放送 ９月21日㈪～24日㈭、28日㈪
  9：00～、18：00～

＊ 議会の内容によって、放送日時が変更になる場合があり

ます

救急の日フェア「集まれ！働くクルマ」

平成27年 秋の全国交通安全運動を実施します
～おこさず あわず 事故ゼロ～

　救急車、消防車のほかパトカー、郵便配送車（バイク）、電気工事用高所作業車などの働く車が

集合します！

　スタンプラリー参加者にはキャラクターバルーン配布（200個）もあります！

　　■と　き　９月６日㈰10:00～12:00　　■ところ　臼杵市観光交流プラザ
　　■内　容 
　　　・パンフレット、ティッシュ配布

　　　・ポスター・パネル展示

　　　・応急手当実技展示・体験

　　　（心肺蘇生法・AED・止血法）

運動期間 ９月21日㈪～30日㈬までの10日間

交通事故死ゼロを目指す日 ９月30日㈬
交通安全大会 ９月24日㈭　14:00～（市民会館小ホール）

運動の基本 子どもと高齢者の交通事故防止

運動の重点　
　●追突事故の防止　～３秒の車間距離～

　●夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止

　　（特に、反射材用品などの着用の推進および自転車前照灯の点灯の徹底）

　●後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

　●飲酒運転の根絶

・高規格救急車展示

・救急資器材展示

・交通安全・防犯グッズの配布

（小学生以下が対象）

問合せ先　　臼杵市消防本部 ☎0972-62-2303  市民課（内1162・臼杵庁舎）

問合せ先　市民課（内1162・臼杵庁舎）

運転中の携帯電話の使用は
絶対にやめましょう
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歴史資料館企画展示
「つゆ」と「とき」のあゆんだ道～二孝女の真実～

展示期間　9/28㈪まで
　二孝女のエピソードは、臼杵市と常

ひ た ち お お た

陸太田市の双方で語り継がれてき
ましたが、両方の市に伝わってきた資料が一堂に会する展示は、今回が
初めてです。歴史資料から、「つゆ」と「とき」の思いや、当時の人々の二孝
女の行動への感動に触れてください。
　今回、常陸太田市からお借りした資料の中から一部をご紹介します。

資料館からのお知らせ
●９/29㈫～10/６㈫まで、展示替えのため休館します。
●10/25㈰に絵図ウォークを開催します。詳細は来月号の市報にてお知らせします。

「つゆ」と「とき」の父親「初
は つ う え も ん

右衛門」が滞在した
青
し ょ う れ ん じ

蓮寺（茨城県常陸太田市）

臼
う す き は ん き き ば ん や く ひ ら お さ す け し ょ か ん

杵藩聞番役平生左助書簡
常陸太田市指定文化財　青

し ょ う れ ん じ も ん じ ょ

蓮寺文書（青蓮寺所蔵）
臼杵藩聞番役（臼杵藩の江戸屋敷に駐在する藩役
人）平生左助から、青蓮寺にあてて出された手紙。
「初右衛門の娘二人が対面に向かうことになった
ので、二人のことをよろしく頼む。」という内容が
書かれています。

初代　猿
さ る た げ ん せ き

田玄碩像（個人所蔵）
東蓮寺村（現在の茨城県常陸太田市東連地町）の村医
であり、二孝女の父・初右衛門の治療を行った猿田玄
碩氏の肖像画。
玄碩氏は、二孝女について『孝女物語』などの記録を
残しました。

　
臼杵市歴史資料館　☎0972-62-2882　臼杵市大字市浜808番１
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USUKI CITY HISTORICAL MUSEUM
過去・現在・未来をつなぐ

開館時間　 　９：30～17：30　入館は17：00まで
休 館 日　　火曜日（祝日のときはその翌日）12月29日～翌年１月３日
入 館 料　　一般 320円（280円）　
        　　　学生 160円（140円）19歳未満で、学校に通う方
　　　　　　※ (　）内は20名以上の団体または市内有料公開施設の共通券 

(発券した日から3日以内) を保有する方の料金です
通年手形（購入から１年間有効の入場券）　一般 640円　学生（同上） 320円
次の方は無料です。
未就学児／市内に住む小学生、中学生、高校生、特別支援学校生、高等専門学校
生／市内の高等学校および特別支援学校に在学する学生／市内の小学校、中学
校、高等学校および特別支援学校の教育課程で引率する方
次の方は免除となります。
障がいのある方とその介護者１名

至諏訪

至津久見
至津久見

至大分

至大分

至野津 臼杵 I.C

市役所臼杵庁舎

観光交流プラザ

臼杵津久見警察署

臼杵公園

銀行
住吉橋バス停

コミュニティバス
バス停

八町大路

東九州自動車道

龍原寺

吉丸一昌記念館

臼杵
駅

上臼杵駅

502

臼杵市歴史資料館
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